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明治期における東本願寺の清国布教について
松本白華・北方心泉を中心に
川　邉　雄　大
The Higashi Honganji China Mission in the Meiji Era 
Focusing on Hakka Matsumoto and Shinsen Kitakata
KAWABE Yutai
	 This	paper	examines	the	Buddhist	mission	of	Sinshu-Otani	Sect	
（真宗大谷派）,	Higashi-honganji	（東本願寺）	in	Qing	China,	 focusing	
on	the	activities	and	the	related	documents	of	the	missionary	monks	
such	as	Hakka	Matsumoto	（松本白華）	and	Shinsen	Kitakata	（北方
心泉）	 who	 were	 from	 Kaga	（加賀）.	 This	 paper	 will	 also	 demon-
strate	how	the	Higashi-honganji	（東本願寺）	started	their	missionary	
activities	 in	the	Meiji	Restoration	period,	then	through	comparing	to	
Nishi-honganji	（西本願寺）,	figure	out	 the	 features	of	 the	mission	ary	
activities	of	Higashi-honganji	（東本願寺）	in	Qing	China.
キーワ ドー：東本願寺（真宗大谷派）・清国布教・上海別院・近代日中文化交流史
はじめに
　本稿では、明治期の東本願寺（真宗大谷派）の清国布教について、主に
明治前期1）に上海別院で活動した加賀出身の布教僧、松本白華・北方心泉
を中心に見ていく。あわせて、東本願寺が布教を始める経緯について幕末
維新期に溯って論じるとともに、日清戦争後に再び本格化した東本願寺の
清国布教について見ていく。
 1）	本稿では、明治前期を日清戦争以前、すなわち明治27年（1894）以前と定義する。
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　従来、近代日中関係史では、政治・軍事分野を中心とした研究が進めら
れて来た。また、明治期に清国で活動した日本人の伝記研究として、戦前
期に編纂された『東亜先覚志士記伝』（以下『東亜』）2）や、『対支回顧録』
（正続、以下『対支』）3）に代表されるように、政治家・外交官・軍人・いわ
ゆる「大陸浪人」など、国策に貢献した人物を中心に顕彰されて来た。そ
の一方で、宗教者の活動について全般的に注目度は低かったといえよう。
　東本願寺上海別院の歴史を記述した、高西賢正『東本願寺上海開教六十
年史』（以下『六十年史』）4）は、編纂当時上海別院内に残っていた資料や、
国内各地の布教僧の資料や聴き取り調査などを用いて書かれたが、明治初
期に別院で行われていた日本人僧侶と清末文人との交流については殆ど言
及されていない。
　松本白華と北方心泉は、戦前に刊行された『東亜』・『対支』等の基本資
料にも言及がなく、『六十年史』）には、白華や心泉の名前は見えるものの、
彼らが遺した資料は全く使用されていない。
　さらに、従来の日本仏教とくに東西両本願寺の清国布教に関する研究の
視点は、藤井健志「戦前における仏教の東アジア布教―研究史の再検討
―」5）で指摘されているように、日本の中国侵掠と深く結びついていたとい
うものであった。小島勝・木場明志編著『アジアの開教と教育6）』に代表さ
れる、全体的な布教活動の実態や制度についての研究は多いものの、布教
僧各人の資料を用いた研究や中国における体験についての研究は、小栗栖
香頂など特定の人物以外は進んでいない。また、明治初期の上海別院にお
ける布教僧と現地文人との交流は注目されて来なかったといえる。
　近年では、共同研究「明治の仏教僧によるアジア留学及び探検の研究」7）
 2）	同下巻、黒龍会、昭和11年。
 3）	同上下巻、対支功労者伝記編纂会、昭和11年。
 4）	東本願寺上海別院、昭和12年。
 5）	『近代仏教』第 6号（日本近代仏教史研究会、平成11年 3 月）。
 6）	法蔵館、平成 4年。
 7）	科学研究費基盤研究（Ｃ）、平成13・14年度（研究代表者、奥山直司・高野山大学教授）。
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や、同「近代日本の仏教者における中国体験・インド体験」8）に見られるよ
うに、近代日本における仏教者が布教・留学・探検などを通じて中国・イ
ンドなどをいかに体験し、それが後の思想形成や行動にいかに反映された
かなど中心に研究が進んで来ているが、個人資料を用いた研究はまだ不充
分である。
　また、幕末維新期の東西両本願寺研究（海外宗教事情視察・大教院分離
運動・海外および従軍布教などの各布教、島地黙雷などに代表される仏教
者個人の研究など）はどちらかというと、西本願寺に中心であり、東本願
寺に関するものは少ないといえる。
　以上のことから、筆者は明治初期に最も早く海外布教の拠点となった、
東本願寺上海別院における布教僧たちの布教活動と清末文人との交流に注
目し、これまで研究を進めて来た。特に、その初期に活動した加賀出身の
僧侶、松本白華と北方心泉を中心として、彼らと清末文人たちとの漢詩文
を介した文化交流に焦点を当てて、松本白華の自坊である本誓寺（石川県
白山市）、白山市立松任図書館（同）、北方心泉の自坊である常福寺（石川
県金沢市）、小栗布岳の自坊である善教寺（大分県佐伯市）等に残された一
次資料の調査をもとに、その事蹟と意義について研究を進めて来た。
　幕末維新期に東本願寺本山内で活躍し、当時欧洲と中国の双方に滞在し
た経験を持つ唯一の日本人僧侶である白華と、白華とともに上海別院に勤
務し、帰国後書家として活動を開始し、日清戦争後再び渡清した心泉の二
人を中心に扱うことにより、また従来の海外布教史研究に欠けていた、近
代日中文化交流史研究の視点を導入して、なぜ東本願寺が明治初期に他宗
に先駆けて海外布教を行うにいたったのか、上海別院に派遣された白華や
心泉が、布教活動においていかなる役割を果たしたのかについて明らかに
し、近代日本仏教史と近代日中文化交流史に新たな視点を当てることがで
 8）	科学研究費基盤研究（Ｃ）、平成18～20年度（研究代表者、小川原正道・慶応義塾大
学法学部准教授）。
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きると考えている。
　従来の明治以降の日中文化交流史研究では、実藤恵秀9）に代表されるよ
うに、日本国内における清国公使館や清国留学生等の研究における蓄積が
多いものの、同時期に上海別院で日本人布教僧と清末文人との間で行われ
た交流はこれとは別系統の日中文人交流であり、その果たした役割につい
て明らかにしていきたい。
第 1 章　幕末維新期の東本願寺を取巻く環境 
　　―海外布教にいたる前提―
1 　幕末期維新期の東本願寺
　本節では、最初に東本願寺が海外布教にいたる過程として、幕末維新期
の東本願寺の状況について見ていきたい10）。
　一般的に、仏教諸宗が維新期に行われた政策によって大打撃を受けたの
に比較して、東西本願寺の被害は比較的少なかったとされる。しかし、幕
末維新期にかけての東西本願寺の動きはまさに対照的であった11）。
　江戸時代、東本願寺は幕府の庇護下にあり、最後まで幕府側を支持して
いた。天明 8年（1788）から元治元年（1864）の間に実に四度にわたって
本堂を焼失し、その再建費用もかさみ、さらに幕末期には幕府だけでなく
朝廷側にも多額の寄附を行うなど、困難な財政状況の中で明治維新を迎え
ている。さらに維新後は北海道開拓の協力、両堂（阿弥陀堂・御影堂）の
 9）	実藤恵秀（さねとう　けいしゅう）の主な著作として、『近代日支文化論』（大東出
版社、昭和16年）、『明治日支文化交渉』（光風館、昭和18年）、『中国人日本留学史』
（くろしお出版、昭和35年）などがある。
10）	本段落の執筆にあたっては、村上重良『国家神道』（岩波新書、昭和45年）、奈良本
辰也・百瀬明治『明治維新期の東本願寺』（河出書房新社、昭和62年）、小川原正道
『大教院の研究―明治初期宗教行政の展開と挫折』（慶応義塾大学出版会、平成16年）
等を参照した。
11）	この段落および次の段落は、『本願寺史』三巻（浄土真宗本願寺派宗務所、昭和44
年）等を参照した。
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再建などに多額の資金を投入し、更に財政は逼迫した。
　幕末期、東本願寺が幕府側につき、北陸・中部地方に勢力を持っていた
のに対し、西本願寺は防長・安藝といった西国に地盤を持っていたことも
あって、長州・朝廷側についており、これらに協力する長州系の勤王僧が
出現した。月性12）は吉田松陰に共感し尊王攘夷を主張し、その門人の大洲
鉄然は「真武隊」や「金剛隊」を組織して高杉晋作の指揮下に入り、赤松
連城・島地黙雷らがこれに協力した。元治元年（1864）7 月の禁門の変（蛤
御門の変）に際しては、敗走する長州藩士を匿い、その中には品川弥次郎
や山田顕義がいたとされる。こういった経緯より西本願寺は維新後、政府
との関係が緊密となるのである。一方、維新後従来の徳川幕府という後楯
を失った東本願寺にとって、新政府とくに長州閥との関係を築くことは非
常に重要であった。
　次に、維新後の東本願寺の寺務について述べる。
　従来、幕藩体制において本願寺の宗政は坊官をはじめとした、寺侍とよ
ばれる家臣団の手にゆだねられてきた。東本願寺の場合、これを変革する
動きは、闡彰院東瀛・香山院龍温を中心とした護法場内にあった13）。
　明治 4年（1871）10月10日には寺務所が開局し、議事に法因寺契縁・養
源寺空観・永順寺舜台が就任した。同 5年 2月30日には旧臣 7名が、京都
府大参事槇村正直より寺務を執ることを禁じられ、 3月11日に新たに僧侶
5名（法因寺〈渥美〉契縁14）・円覚寺〈篠原〉順明・願隆寺〈小早川〉大
12）	月性（1817～1858）。周防大島の妙円寺に生れ、20歳の時に日田・咸宜園で客席生と
して学ぶ。幕末期に排耶書を著したほか、いわゆる勤王僧として活躍した。
13）	南條文雄『懐旧録』（平凡社、東洋文庫359、昭和54年）に、「（明治元年）八月、香
山院講師は闡彰院東瀛嗣講と計って本山に具申し、高倉通リ上馬東北角の井波屋敷
に護法学場というものを開かれた。或いはこれを単に護法場と称したが、目的は高
倉の学寮生をはげまして破邪顕正の護法の手段方法を講究するにあった。」とある。
14）	渥美契縁（1840～1906）、伊勢・法因寺快雲の子、厳華と号した。明治元年に護法場
に入り、同 4年（1871）には仮寺務所議事となり、翌 5年（1872）には寺務所改正
係、同 9年（1876）に寺務所長となる。明治13年（1880）には石川県小松の本覚寺
入る。海外布教などを推進した舜台に対して、両堂の再建を推進し、幕末以来の債
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船・永順寺〈石川〉舜台・願生寺〈白川〉慈孝）が「改正掛」に任命され
た。こうして新政府の後押しのもとに東本願寺内の人事刷新が行われ、従
来の坊官制度は廃止された。これにより本山と末寺は坊官を介さない僧侶
による直結した寺務を行うこととなり、以後この 5人が東本願寺の宗務の
中核を担うこととなる15）。
　これらの人物は香山院門下であり、白華もその一人であった16）。このほ
か、白華とともに洋行した関信三、その兄で高倉学寮の擬講となった雲英
晃耀、上海別院で白華のもとで布教僧として勤務した岳崎正鈍なども同門
であった。さらに、幕末維新期に活躍した真宗僧は、後述するように咸宜
園やその出身者の塾で学んだ人物が多く、白華のように香山院・咸宜園双
方の流れを汲む僧侶も少なくなかった。
2 　幕末明治期の真宗と咸宜園
　次に咸宜園と真宗僧との関係について述べていきたい。
　広瀬淡窓17）は文化 2年（1805）春、豊後日田・長福寺の学寮を借りて教
育活動を開始した。同年 8月には、町内の町家を借りて成章舎と改称した。
文化 4年（1807）には更に移転して桂林園と改称し、文化14年（1817）に
咸宜園と称した。天保元年（1830）49歳の時に、弟の広瀬旭荘に経営を譲
るが、天保 7年（1836）に旭荘が堺さらには大坂に移ったので再び経営に
あたる。咸宜園はその後、広瀬青村・広瀬林外18）に引き継がれ、明治30年
務を償却したが、明治期を通じて石川舜台と抗争を繰返した。
15）	のちに起こる東本願寺内の紛争も、主に石川舜台・渥美契縁・篠原順明の三人で争
われた。
16）	維新後、西本願寺との和解も進められたが、この役割を果たしたのが白華と西本願
寺の大洲鉄然であった（『明治維新の東本願寺』、註10に掲出）。
17）	淡窓は、天明 2年（1782）豊後・日田の豪商・博多屋の家に生まれた。諱は建、通
称は寅之助のちに求馬、字は廉卿・子基、淡窓と号した。別号は青渓などがある。
安政 3年（1856）歿。
18）	広瀬林外（1836～1874）旭荘の長子、のち淡窓の養子となる。
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（1897）に廃止されるまで約90年間存続した。梅原徹19）によると、塾生は全
国から集まり、実に4617人にのぼり、「近世最大規模の私塾」であった。
　咸宜園独自の教育体系としては、入門者の年齢・学歴・身分を剥奪し平
等に扱う「三奪法」や、毎月の勉学に成績によって等級を定める「月旦表
（評）」（19の等級に分類）などがあった。また、藩校や昌平黌とは異なり、
他藩や農民・町人に対しても門戸を開放しており、注目すべきは僧侶が多
いことである。
　井上義巳20）によると、淡窓時代50年・青村時代 7年・林外時代10年を通
じて、入門者の合計を4112人としているが、うち僧侶は1393名（33・8％）
と指摘している。さらに入門簿からは宗派までは分からないものの、真宗
勢力の強い地域（長門・周防・安藝・摂津・美濃など）からの入門者が多
いことを指摘し、僧侶の三分の二は真宗、その残りの半分を浄土宗、そし
て禅宗が続くと述べている。
　参考として主な国別の出身者を引用し、括弧内には僧侶の数と僧侶が占
める割合を掲げる。
　入門者の多い地域
豊後　1127人　　（323人、28・7％）
筑後　 570人　　（209人、36・7％）
豊前　 553人　　（187人、33・8％）
肥前　 426人　　（118人、27・7％）
肥後　 196人　　（ 72人、36・7％）
筑前　 266人　　（ 54人、20・3％）
　真宗の強い地域
19）	『近世私塾の研究』（思文閣出版、昭和58年）。
20）	『広瀬淡窓』（吉川弘文館、昭和62年）。
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長門　 153人　　（ 47人、30・7％）
周防　　74人　　（ 32人、43・2％）
安藝　　95人　　（ 32人、33・7％）
摂津　　49人　　（ 31人、63・3％）
美濃　　34人　　（ 31人、91・2％）
近江　　33人　　（ 17人、51・5％）
三河　　23人　　（ 16人、69・6％）
尾張　　14人　　（ 11人、78・6％）
加賀　　 9人　　（  3 人、30％）
　地域性から推測するに、安藝・防長は西本願寺僧、美濃・近江・三河・
尾張などは東本願寺僧が多かったと考えられる。特に東本願寺の勢力の強
い中部地方は、僧侶の割合が50パーセントを超え、中でも美濃は入門者合
計34人中、僧侶は31人であり、実に91パーセントを占め、東本願寺の僧侶
が相当数を占めていたことは間違いない。
　なぜ、浄土宗である淡窓が主宰する咸宜園に、真宗僧が多数学ぶように
なったかについては、淡窓が受けた教育によるところが大きい。
　淡窓は、はじめ父・三郎右衛門に『孝経』の素読を受けた。その後、父
の依頼により東本願寺の日田・長福寺の住職・法幢から『詩経』の素読を
学んだほか、法幢の父・宝月や、法幢の弟・法海（肥後八代・光徳寺）、竹
田村（現日田市東町）広円寺の法蘭21）からも指導を受けている。このよう
に淡窓は東本願寺の僧侶から学問を習う機会が多く、最初に私塾を開いた
場所も東本願寺の長福寺であった22）。日田の長福寺および広円寺は、九州に
おける東本願寺の学問的中心を果たしていた寺院であり、淡窓はそこで学
ぶことによって真宗と接点をもつようになった。
21）	法蘭（1728～1794）。字は曇茂、号は銭塘、日田の人。肥前の徂徠学者僧大潮の弟子
となり、のち江戸に遊学して服部南郭の門に入る。
22）	その後、淡窓は福岡の亀井南溟・昭陽親子に学んでいる。
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　また、梅原徹は、主に防長の西本願寺僧の人脈による入塾方法について
例を挙げて述べているが23）、東本願寺の場合も当然このような方法が存在し
たと思われる。
　幕末維新期に、本山内や破邪僧として活躍した東本願寺の僧侶の中には、
小栗栖香頂・小栗布岳などの咸宜園出身者が多数いた他、松本白華と同じ
く大坂の旭荘塾や、咸宜園出身の劉石舟について学び、維新後は本山寺務
所改正係の一員となった白川慈孝のように、咸宜園系統の教育を受けた者
がいるのも以上述べた背景によるのである。
　幕末期に咸宜園で学び、のちに上海別院輪番となった渡辺蘭谷の漢詩集
『遠明堂詩鈔』24）には、当時の咸宜園25）あるいは大坂の旭荘塾で、広瀬林外
や広瀬青村をはじめ、柴秋村、劉士新（秋月新太郎）、松田道之（のち東京
府知事）、深水成章、吉田清徹（文輔）、児島長年、横井忠直のほか、成島
柳北との交流をうたった詩が収録されており、真宗僧の咸宜園における交
流や、柳北と東本願寺との関わりの一端が伺える。
　また、東本願寺のおける咸宜園の影響として維新後には、本来破邪顕正
の機関であった護法場の教育内容も咸宜園ふうに変化するまでになった。
南條文雄は、明治 3年（1870）当時の護法場について以下のように述べて
いる26）。
得度した私は、即日護法場に入った。名前は同じ護法場だが、私が高
倉学寮にかよったときとはまるで内容が変わっていた。当時は破邪顕
正のための護法場ということから耶蘇教の『漢訳聖書』までも研究し
たほどだが、このときはむしろ漢学の道場になっていた。寮長（場長
23）	『近世私塾の研究』（註19に掲出）。
24）	明治24年刊。本書には、任釣渓・鄭香山・孫靄人・蔣文虎・鄭之驥らの序文を収録
するほか、諸家評語として陳曼寿、孫靄人、蔣文虎、広瀬青村、横井継祖、吉田繖
城の文章を掲載する。
25）	「将辞宜園留別先生及同僚諸君」。
26）	南條文雄『懐旧録』（註13に掲出）。
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とは言わずにこう呼んだ）の伏成という人は広瀬淡窓の門人で、豊後
日田の咸宜園を出て来た人であった。当時は宜園流の詩とか淡窓調の
詩吟法27）とかいって大変もて囃されたもので、宜園は詩の最高学府で
あり淡窓は詩宗の雄であった。そんなわけから、寮長の伏成師が淡窓
の家風をとり入れて来たので護法場はすっかり宜園ふうに変わってい
た。まず、詩を作るのに題を課されたところで線香を一本つけ、それ
のとぼり終えぬうちに一詩を作ることや、論孟諳記などいうことはみ
な宜園ふうの規矩である。
　この他に、咸宜園勢力を語るうえで忘れてはならないのが、大坂にあっ
た旭荘塾や、咸宜園出身者が開いていた漢学塾の存在である。
　白華は直接咸宜園に学んだ経験はないが、嘉永 3年（1850）、京都に出て
宮原節庵に書を、海原謙蔵・劉冷窓に漢籍を学んだとされる28）。劉冷窓は広
瀬淡窓の門人であり、白華の旭荘入門を仲介した可能性がある。また、東
本願寺僧侶で維新後、本山に新たに設立された寺務所の一員となる白川慈
孝も劉冷窓の塾で学んだとされ、しかも同塾が本山が近い関係上、咸宜園
同様に真宗僧が多数在籍していたと思われる。
　この時期、本山には咸宜園で学んだ稲葉温香らが出仕し、白華や心泉の
父である致風は京坂で旭荘らと交流しており、真宗僧と咸宜園関係者との
関係は親密であった。
　嘉永 5年（1852）に、白華は大坂の広瀬旭荘の門に入る。ここで長三洲・
劉石秋・柴秋村をはじめとする咸宜園・旭荘門下生たちに出会っている。
この交友により、作詩文のほかに白華に「憂国の志」が醸成されていたこ
とも指摘しておきたい29）。その後、安政 2年（1855）12月に長兄が歿したた
27）	しかし、清浦奎吾は晩年に吹込まれたレコードの中で、咸宜園で行われていた吟じ
方は、世間一般と特段変わりはなかったと述べている（広瀬資料館蔵）。
28）	「松本白華〈略年譜〉」（『松任本誓寺白華文庫目録』、松任市中央図書館、昭和63年）。
29）	小栗憲一『豊絵詩史』（西村七兵衛、明治17年）巻下「後游大坂居于旭荘家塾。与柴
明治期における東本願寺の清国布教について（川邉）
163
め遊学より帰郷している30）が、再び京坂に遊学し、護法場で宗学を修める
傍ら、引きつづき旭荘に学んでいる。白華詩稿『覆醤稿』31）には、万延元年
（1860）年 2月の旭荘朱批が残されており、「首春同旭荘翁訪某氏席上賦似
主人使其少女皷琴□□故及」・「須摩和旭荘翁待」・「首春陪　旭荘先生訪舘
両村席上賦贈」を収録する。
　幕末期に咸宜園で学んだ主な東本願寺僧は以下の通りである。
平野五岳（豊後日田・専念寺）・唐川即定（咸宜園塾主、真宗大学教
授）・木蘇大夢（美濃）・小栗栖香頂（豊後・妙正寺、明治 6年渡清）・
小栗布岳（同、教部省官吏・玉川吟社社員）・関信三（尾張・安休寺、
白華とともに洋行）・雲英晃耀（同、高倉学寮擬講、関信三の兄）・渡
辺徹鑑（尾張・白華の後任上海別院輪番）・伏成（伊豆、護法場寮長）。
　この他、西本願寺僧では、月性（勤王僧）・松島善譲・原口針水（明治初
期に破邪僧として活動した）・良厳（同）・赤松連城（維新後洋行）などが
いる。
　最後に、幕末維新期に活躍した主な咸宜園出身者を挙げる。
劉石舟（劉冷窓の父）、劉冷窓（白華の師）、長三洲（文部大丞）、長梅
外（三洲の父）、清浦奎吾（内閣総理大臣）32）、村田惣太郎（後の大村益
秋邨僧白華交善。白華名皣。松本氏。号梅隠又西塘。加賀松任人。性好学。介然不
群。有憂国志。而喜書画。風流絶儔。先生（※長三洲）愛其為人。遇以知己。一夕
燈下与共談志。慷慨不能禁。至唏嘘涕下。先生慨然起。抜刀斫燈檠曰。男子埋骨青
山而已。豈碌碌咿唔于一燈檠乎。白華亦揚拳拍案。案幾裂矣。」
30）	『白華餘事　壱』（鈔本）「安政二年十二月接伯兄訃帰国賦此寄柴秋邨長三洲」
31）	『辛未東遊草』他合綴一冊に所収。
32）	清浦奎吾（レコード、註27に掲出）は自身の入門について、以下のように述べてい
る。
	 私は慶応元年の六月、即ち十六歳のとき初めて郷里を離れ、豊後の国日田の広瀬淡
窓先生の創立せられました咸宜園の塾に入学致しました。（中略）私が入門いたしま
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次郎、兵部大輔）、松田道之（太政官書記官、東京府知事）、島惟精（岩
手・茨城県令）、中島子玉（漢学者）、秋月橘門（葛飾県令）、秋月新太
郎（橘門の子、貴族院議員）、諫山菽村（塾長）、園田鷹巣（塾主）、広
瀬青村（塾長）、石井南橋（明治日報社主）、広瀬林外（咸宜園長）、上
野彦馬（写真家）、横田国臣（検事総長・大審院長）、吉嗣拝山（画家、
上海別院に寄寓）、朝吹英二（実業家）、中村元雄（内務次官・貴族院
議員）、大隈言道（歌人）、帆足杏雨（画家）、河村豊洲（海軍軍医総
監）、広瀬濠田（咸宜園主、日田町長）、勝屋明賓（咸宜園主）、米倉一
平（米穀界の重鎮）、倉富篤堂（福岡県議会副議長）、倉富恒二郎（篤
堂の子、福岡日日新聞創刊者）、亀谷省軒（大坂旭荘塾出身、儒者）。
3 　江藤新平との関係構築
　前述の通り、維新後、新政府との人脈を構築することは東本願寺の課題
であり、白華が果たした役割は大きかった33）。
　白華は明治 4年（1871）に白華は上京し、咸宜園出身の真宗僧、小栗栖
香頂・小栗布岳兄弟や西本願寺の大洲鉄然らとともに宗名恢復（一向宗→
浄土真宗）運動を行い、参議・大隈重信に働き掛けて、従来の一向宗にか
わって浄土真宗の名称を使用することを得た。この間に、旧友の長三洲と
再会しており、おそらくこれが政府への出仕のきっかけとなったと見られ
る。
　咸宜園出身の長三洲は、幕末期に奇兵隊の隊長をつとめていたこともあ
り、維新後は長州閥特に木戸孝允と親密な関係にあった。明治 3年（1870）、
太政官権大史として制度局に入り、江藤新平の知己を得る。同年、「新封建
した頃は、淡窓先生は既に物故せられまして、広瀬孝之助、即ち林外先生時代であ
りました。
33）	本節および次節については、川邉雄大・町泉寿郎「松本白華と玉川吟社の人々」（二
松学舎大学21世紀COEプログラム『日本漢文学研究』第 2号、平成19年）を参照さ
れたい。
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論」を世に問うて廃藩置県に寄与するところがあり、以後良好な関係にあ
ったと見られる。大学少丞兼制度局出仕となった長三洲は同年 4月、小曾
根乾堂とともに清国との条約締結交渉にあたる伊達宗城・柳原前光に随行
しており、帰国後、新設された文部省に六等出仕した（ 8月16日）。また、
明治 4年（1871）当時は、西本願寺の僧で長州出身の島地黙雷とともに『新
聞雑誌』発行等も行っていた。
　長三洲の日記である『韻華楼日記』（白華文庫蔵）には、明治 5年（1872）
2 月27日に、「加州僧梅
○ ○
隠来訪」とあり、翌28日には「梅
○ ○
隠柬乞書画」とあ
る。この他、 4月 2日「僧白
○ ○
華来宿　四月晦日廿五日陪　家君赴白
○ ○
華浅草
寺招同飲東橋外八百松楼。」と、6月29日には「陪　家君（※父梅外）赴小
栗憲一招秋月父子白
○ ○
華及長崎僧同飲。」とあり、白華や布岳が長父子と交流
している様子が書かれている。
　明治 5年（1872） 4 月12日に、白華は教部省十等出仕の命を受け、 5月
28日に十等出仕・兼中講義となり、 6月 9日には中講義兼職を解かれ、教
院掛・改正掛となった。
　こうして旧知の長三洲と知己を得た白華は、明治 4年（1871）もしくは
5年（1872）に漢詩結社である玉川吟社・香草吟社に所属している。玉川
吟社は明治 4年（1871）に長梅外・秋月橘門によって結成され、九段坂下
を流れる玉川（日本橋川）、俎橋附近にあった玉川堂34）の貸席では毎月16日
に、吟社が開催されていた。この玉川吟社は単に詩文に研鑽する団体とし
てだけでなく、咸宜園一門のよしみによって集う団体として、ここでの人
脈が政府への出仕といった面でも機能したと見られる節がある。特に『玉
川吟社小稿』第一集（明治13年刊）に入集している同人の多くは薩長土肥
以外の出身であり、純粋な文人たちの漢詩結社というよりは、咸宜園出身
で吟社の主宰者であり、新政府の官員として有望な長三洲を頼って集まっ
34）	玉川堂の歴史についての資料として、玉川堂主人・斎藤彰「玉川茶亭と玉川吟社」
（『書道研究』50号、平成 4年 3月）等がある。
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たという面があると考えられる。
　玉川吟社の同人が長三洲に頼る一例として、明治 5年（1872） 3 月に長
三洲が江藤新平に当時、失職中の隄静斎35）の出仕を働きかけており、隄は
教部省八等出仕となった。長三洲の『韻華楼日記』と書翰36）から一連の経
緯がわかる。隄は日記中にもしばしば登場し、三洲の妹静子や弟冰の縁談
を持ちかけており37）、長親子とは非常に親密であり、長三洲の漢詩集『三洲
居士集』からは明治10年代・20年代を通じて交流を持っている記述が見え
る。
　また、長三洲『韻華楼日記』の 8月 2日には、「昨日広瀬林外来。先是余
柬長松文助薦広瀬林外・青木錦邨・吉雄正安三人于正院記録局既而林外拝
命。」とあり、広瀬林外・青木錦邨・吉雄正安ら三人の咸宜園出身者を長松
文助に口利きを依頼して、林外は正院記録局に就職している。
　この他にも、社員で白華と同じく真宗僧で教部省に出仕していた小栗布
岳の妹、鴨子は社中の竹中煮雪（名は寛）と結婚38）しており、吟社の社員
たちが非常に親密であったことを裏付けるものである。
35）	隄静斎（1826～1892）、名は正勝、字は威卿、通称は十郎・省三、豊後の人。弘化年
間、咸宜園に学んだ。のち昌平黌に入り安積艮斎に学ぶ。元治元年（1864）幕臣と
なり、徒士目付を勤めた。慶応元年（1865）、征長戦争に従軍。明治11年（1878）、
飯田町に私塾知新学舎を設立。その申請書類「私学開業願」によると、
	 静岡県士族　隄正勝（中略）明治三年十二月弾正少輔拝命、五年三月教部省八等
出仕、六年文部省十一等出仕拝命、七年五月内務権大録拝命、八年十月官員弁償
ニ付本官ヲ免ス。
	 とある（坂口筑母著『旧雨社小伝』巻二、幕末維新儒者文人小伝シリーズ第 9 冊、
明石書房、昭和58年）。
36）	「江藤新平関係文書」、長三洲書翰（「江藤茂国氏所蔵資料目録」、書翰の部）。秦郁彦
『日本官僚制総合事典』（東大出版会、平成13年）によると江藤は明治 4 年（1880）
8 月10日から 5年（1881） 4 月25日まで左院副議長を務めている。
37）	『韻華楼日記』に、「十月三日　先是　家君欲為静妹得一贅壻隄正勝以滋賀県人広瀬
進一為選。進一元為僧、今為正院八等出仕、在記録局。家君許之乃撰、今日正勝引
進一到余家。」、「十一月三日　隄省三来、先是欲為四郎弟娶妻。省三云、永井暉者、
有女二人。此日与四郎弟往看之。」とある。
38）	小栗憲一『布岳懐旧詩史』（明治館、大正 4年）。
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4 　白華の洋行
　明治 4年（1871）11月、岩倉具視を正使とする政府使節団が欧米視察の
ため日本を出発した。当初、西本願寺は木戸孝允の勧めにより島地黙雷や
新門主らはこれに同行する豫定であったが、門主の死去により延期され、
翌 5年 1月に島地が赤松連城らとともに洋行に出発した。東本願寺の新門
主（大谷光瑩・現如）・松本白華・石川舜台・成島柳北・関信三が洋行に出
発したのは、同年 9月のことであった。
　先行研究では39）、東本願寺の新門主・白華等の洋行は、東本願寺は財政難
もあって渡欧に消極的であったが、政府や西本願寺からの勧めに随いやむ
なく渡航したとの見解も見られる。白華らの意図は果たしてそのようなも
のであったのだろうか。
　当時の書翰や『白華航海録』以下『航海録』からは、白華が江藤司法卿
に対して厳如（大谷光勝）・現如（大谷光瑩）を紹介する立場にあることが
読み取れ、江藤から強力な指導を引き出して渡欧実現を推進した中心に、
白華がいたことが浮かび上がる。
　この洋行には当初は江藤も参加する予定であったが、諸般の事情により
延期（結局中止）されたが、随行した司法省官吏に、井上毅・川路利良・
河野敏謙・沼間守一・名村泰蔵・岸良兼養・益田克徳・鶴田皓40）がおり、
司法省官吏の渡航に同行する形であったことから、この渡欧計劃が江藤の
賛同を得たものであったことは疑いない。このように、この渡欧計劃は江
藤の意嚮を受けつつ、白華が主導するかたちで進行したということができ
る。
　なお、前述した長三洲『韻華楼日記』には、同年 9月10日に、洋行に際
39）	東本願寺一行の洋行について述べたものに、織田顕信「我国幼稚園教育の先覚者安
休寺猶龍（別称安藤劉太郎・関信三）伝改」（『同朋大学論叢』第27号、昭和47年）
や、国吉栄『日本幼稚園史序説　関信三と近代日本の黎明』（新読書社、平成17年）
などがあるが、そう多くない。
40）	この洋行は東本願寺 5名、司法省 8名のほか、本間耕曹（羽後の人）・松田正久（佐
賀の人）・新田静丸（名東県の人）・姉小路公義の四名が参加している。
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して白華が長のもとを訊ねて紹介状を依頼している記述があるほか41）、10月
2 日には白華の洋行は、政府の許可を得ないまま行われた門主の脱走に同
行したものであることを知って驚いており、長は白華の洋行の詳細までは
知らされていなかった。つまり、長を介して江藤らと面識を得た白華は、
洋行計劃については長を経由せず、直接江藤等とやりとりをしていたとい
える。
　従来は新門主・現如の脱走劇とされる洋行だが、門主・厳如も承知し下
準備されたものであった。これは『航海録』の記述などからも明らかである。
　では、江藤は白華らに何を期待し、白華らは何を目的に渡欧したのであ
ろうか。
　東本願寺の一行を派遣する江藤には、長州・木戸―西本願寺ラインへの
対抗の意図がなかったとはいえまいし、留守政府の教部省・大教院開設と
いった専断に対して、今度は木戸に近い島地から批判が上書された面もあ
ろう。だが、司法省の視察団と同行させた以上、江藤の派遣意図も欧洲に
おける宗教行政の調査にあったと考えるのが自然であろう。
　これを裏付けるものとして、布岳は白華に欧洲各国（特に英国）の大小
教院の規則を至急翻訳して送るよう依頼しているほか（「江藤新平関係文
書」、小栗憲一書翰）、白華が帰国する東久世に託した江藤宛の書翰（同、
松本白華書翰）からは、白華自身の真宗改革への志向とともに、神仏を合
併して国民教化を行おうとする当時の教部省の方針と白華の志向との間に
矛盾を感じていないようにみえる。この点で、島地の主張した神仏分離・
政教分離とはかなりの隔たりがあるのを感じるのも事実である。
　政府使節団に附随する形で行われた本願寺僧たちの洋行は、島地黙雷を
はじめとする西本願寺側は、いわば近代国家における信教問題（信教の自
由・政教分離）の取扱いに関する調査を目的としたと、今日の目からは見
41）	白
○ ○
華来不値。云、将游西洋各国。乞余作書為紹介在海外知己。既而亦柬請乃作与品
川弥二郎・福原往弥・静間健介・光田三郎書与之。
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える。一方、東本願寺側はといえば、白華たちの洋行は新門主の「脱走」
という形式をとり、本山から正式に認められたものではなかったので、後
述する小栗栖兄弟による『支那開教見込』のような、本山に対する提言あ
るいは報告等はみられない。政府に随行して先に洋行した西本願寺に遅れ
まいとする意図はあったと思われるが、西本願寺と比べて洋行の意義をど
こまで見出していたかははなはだ疑問である。また、政府との関係も曖昧
なままであったので、小栗布岳が白華に求めたような政府に対する建白書
の類も、彼らの洋行の後楯であった江藤等が征韓論争で失脚したために、
建白を提出する相手を失ったといえる。この点でも、木戸の後楯を得てい
た島地ら西本願寺とは対照的である。さらに、のちに現如と白華との間に
確執が生じ、彼らの洋行は不充分なままに終わってしまった感がある。
　しかし、信教問題という政治的な調査を中心に行った西本願寺に対して、
東本願寺が関心を持ったのは欧米における仏教学など学術方面であり、大
量の学術・宗教関係の書籍を持帰り、帰国後これらの書籍を翻訳するため
に翻訳局が設置され、成島柳北が長となった。さらに、明治 9 年（1876）
に南條文雄と笠原研寿がサンスクリット習得のために英国に派遣されるこ
とになる。
　現如と白華は明治 6年（1873） 6 月 8 日に帰国の途につき、同 8月23日
に横浜到着した42）。前年11月 1 日に到着して以来、西暦への移行のために旧
暦12月が 2日しかなかったので、約 6ヶ月のパリ滞在であった。柳北と舜
台は先立って帰国し、関信三はひとりロンドンで留学生活をつづけた。 8
月27日に東京に戻った白華は43）、9 月 8 日に帰朝報告のため京都に入り、本
山執事補を拝命したが、本山の職を辞して、一旦帰郷後、11月14日に教部
省に十一等出仕し、社寺課担当となり、在職中は帰俗を命じられた。
42）	『航海録』、および白華文庫所蔵『雑録』所収の七律「明治七
ママ
年八月廿三日余帰自欧
洲船着於横浜」による。
43）	『雑録』（註42に掲出）所収の七絶「廿七日入東京」「九月八日入西京詣大谷庿」「辞
家再赴東京」。
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　渡航に尽力してくれた江藤新平は征韓論争に敗れて下野し（翌 7年 2月、
佐賀の乱）、三條実美も征韓論争で苦境に立たされていた。長三洲がなお文
部大丞にあるのは救いであったが、白華を教部省に出仕させられる立場に
はない。白華は「某公擢余、任教部省吏員」といっているだけだが、恐ら
くこの「某公」は大久保利通を指すと考えられる44）。
　教部省は、明治 8年（1875） 2 月に真宗四派が大教院を離脱し、同 5月
3日には大教院は解散した。これによって神仏合併は禁止され、信教の自
由は保障され、職掌を失った教部省は明治10年（1877） 1 月11日に廃止さ
れた。白華の官歴としては、明治 7年（1874） 5 月 4 日に権中録に任じら
れ、同 9年（1876） 2 月 2 日には十等出仕に陞叙されたが、教部省廃止に
より廃官となった。
　白華はこの後、明治10年（1877） 6 月には、西南戦争の戦禍の残る熊本
へ厳如法主に随行して罹災者救済のため出張し、 9月には上海に渡って別
院輪番として布教活動を指揮し、以後明治12年（1879）2 月まで滞在した。
この間に国内では木戸が没し、大久保は暗殺され、長三洲は宮内省に転じ、
政府要路にあった白華の旧知は概ねいなくなった。そのためであろうか、
以後、白華は郷里松任に帰って育英に従事し、再び政官界の表に姿を見せ
ることはなかった。
　白華や布岳が所属した咸宜園関係者を中心に作られた玉川吟社・香草吟
社も、明治10年代に入ると有力社員の死が相次ぎ、明治28年（1895）には
長三洲の死により、完全に力を失い消滅した。また、維新期に閉鎖された
咸宜園は復活するものの、明治30年（1897）には閉鎖された。かくして明
治後半にいたって近世漢学塾最大といわれた咸宜園の人脈は消滅したので
あった。
44）	『六十年史』（註 4に掲出）275頁、「資料第十一号　石川舜台師の懐旧談」に、「わし
らの洋行から帰つたのは明治七年ぢや。帰つては来たがそれに世話になつた三條実
美・江藤新平諸卿は、内閣の騒動で退いて仕舞つた。そこで江藤の代りに大久保利
通に話し込んで（以下略）」との記述がある。
明治期における東本願寺の清国布教について（川邉）
171
第 2 章　明治前期の清国布教について
1 　江藤新平の建白と東本願寺の海外布教
　第 1章で述べたように、明治初期に東本願寺が白華を通じて関係を構築
した政府要人は江藤新平であった。ここでは東本願寺と江藤との関係につ
いて見ていきたい。
　当時の日中関係は、明治 3年（1870） 9 月、条約締結交渉が始まり、翌
4年（1871）9 月、日清修好条規・通商章程が調印され、明治 6年（1873）
に批准書交換により発効した。しかし、その一方で台湾における牡丹社事
件（明治 4・1871）、台湾出兵（明治 7）、琉球の帰属、朝鮮の開国問題を
巡って緊張していた。
　江藤は日清修好条規締結に先立つ明治 4年（1871） 3 月 5 日、岩倉具視
の求めに応じて「対外策」45）を提出しているが、その中で対清政策について
以下のような提言をしている。
　（前略）
四	　支那は其人民百分の二は、儒及耶蘇天主等の宗門を奉ずと雖も、
其他は仏法を奉ず、我人民と宗門相同じ、故に自今仏法弘めの為め、
或は修行等に僧徒を遣し置き、他日民心を安んじ、或は間者を遣す
等、軍略を施すの種とすべし。
五	　此事を為すには、寺院の処置自今凡そ左の如くせざるを得ず。
　僧徒は従前の通り、弥其宗門々々に於て勧学修行不可怠、因て各
宗法の儀は本山より夫々総轄取締りせしむ可き事。
六	　先皇の御霊を従前の通り各宗門各本山に於て可奉祭弔事、是は宗
門の権を治め当時僧徒の心を安んじ服せしむる為めなり、殊に海外
の宗門仏其外対外其祖師を主として君を軽しとす、故に今より奉祭
45）	『西南記伝』上巻一附録（黒龍会、明治41年）、66頁。
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先皇其本山々々より取締等の事を以てせば、僧徒の海外へ出でたる
者其風を見習ふことを防ぐに足るべきなり。
七　民間の祭弔帰依も従前の通可心得事。
八	　各宗門より仏法修行として支那行も本山々々よりの依願、御許可
有之、右等御布告の事。
九　門徒其外の僧徒の内、人選を以て間者として支那へ可差遣事。
十	　支那の地理其他取調の為め穏密人選を以て数人可被遣、是は右僧
徒に混ずる歟、又は別段にても都合に可依歟。
十一　右間者を遣し、其事情を得る事も五年計の内に在るべし。
　（中略）
十	六　夫支那は亜細亜の争地なり、不得之者は危く、之を得れば亜細
亜の形勢を占領するなり。（以下略）
　これによると、江藤は日本人僧侶を諜報活動あるいは布教による民衆教
化という二つの目的のために清国に派遣する計劃をもっており、当時すで
に僧侶に国策の一端を担わせる意図があった。
　一方、陸軍参謀局（のち参謀本部）は清国偵察のため、明治 5年（1872）
8 月に池上四郎・武市熊吉・彭城中平 3名の陸軍将校を満洲に派遣したほ
か、10月には台湾にも人員が派遣された。同年、上海領事館が設置され、
品川忠通が初代領事となり、香港・福州にも日本領事館が設置された。明
治 7年（1874）に、江藤は叛乱を起こし処刑されたが、 4月には参謀局か
ら樺山資紀ら 7名の軍人が南清および台湾に派遣されたほか、参謀局の資
金で岡本監輔46）が渡清している。
　このように、政府は江藤失脚後も陸軍を中心に人員を派遣し、清国国内
の偵察にあたらせたのである。
46）	彼は明治30年代に再渡清しており、東本願寺が設立した杭州日文学堂などを訪れて
いる。
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　こうした一連の動きに対して、東本願寺の対応はいかなるものであった
ろうか。
　第一章で述べた通り、江藤の建白が出された明治 4年（1871）に白華は
上京して宗名恢復に関与している。翌明治 5年（1872）には教部省に出仕
し、玉川吟社にも参加して長三洲を介して江藤と関係を構築したと思われ、
東本願寺は江藤の支持を得て、政府・西本願寺に追随する形で新門主・現
如らが洋行し、白華が引率役を果たしているので、白華ら東本願寺関係者
は遅くとも明治 5年（1872）の時点で、江藤の意嚮や建白の存在を認識し
ていたものと思われる。
　翌明治 6年（1873）には、他宗に先駆けて小栗栖香頂が単身渡清し、北
京語を習得するかたわら、布教ならびに日中印仏教三国同盟の可能性を探
っている。北京滞在中には、弟の小栗布岳が香頂からの手紙をもとに作成
した「支那開教見込」が本山に提出され、香頂帰国後は布教用テキスト『真
宗教旨』を作成し、来るべき清国布教に備えた。当時、建白を行った江藤
は征韓論問題ですでに失脚していたが、東本願寺が江藤失脚にもかかわら
ず香頂を派遣したのは、引き続き彼の建白を意識していたからであろう。
　当時、長州閥という後楯を得ていた西本願寺に対して、東本願寺は江藤
という後楯を失ってしまい、新たな後楯を得ることは急務であった。白華
や門主とともに洋行した石川舜台は懐旧談47）の中で、洋行後失脚していた
江藤に替わって、大久保利通に近づき海外布教の意義をロシアに対する防
備に有用であると説き理解を得たとされる。
わしらの洋行から帰つたのは明治七年ぢや。帰つては来たがそれに世
話になつた三條実美・江藤新平諸卿は、内閣の騒動で退いて仕舞つた。
そこで江藤の代りに大久保利通に話し込んで、これから先は日本ばか
りにゐると外教が入るばかりぢや、そこでこれは攻むるを以て防禦と
47）	『六十年史』（註 4に掲出）。
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せねばならぬ。その手初めは隣国露西亜からする。露西亜が一番いか
ん。そのギリシヤ教のお祭をするあんばいが仏教によく似ている。そ
れに法王が先方の皇帝ぢや。これは最も恐るべきものである。
　しかし、当時海外布教（清国・朝鮮）を実行に移した教団は東本願寺の
みであった。一方の西本願寺は幕末以来長州との関係が深く、江藤が失脚
した新政府内で海外布教は時期尚早との意嚮を汲み取ることが出来たから
だと思われる。西本願寺が海外布教を開始するのは、明治19年（1886）の
ウラジオストック布教であり、これは政府の対ロシア政策に呼応したもの
であるといえる。清国を拠点にロシアへ布教を行おうと考えた東本願寺に
対し、西本願寺は直接ロシアに拠点を置いて活動したのであった。
2 　小栗栖香頂の渡清
　明治 5年（1872） 9 月、新門主（現如）や松本白華らが洋行に出発した
が、彼らが帰国する直前の明治 6年（1873） 7 月17日、小栗栖香頂は清国
に渡航し約 1年間北京に滞在した。
　香頂は幕末期、排邪書『日本刀（一名、破邪一百条）』を著すなど、東本
願寺の護法論者の一人であった。維新後の明治 3年（1870）には、当時東
本願寺が行った北海道開拓のための資金集めに越後地方を廻り、翌 4 年
（1871）には教導職となった。同年には、弟の小栗布岳・松本白華や、西本
願寺の大洲鉄然とともに宗名恢復運動を行ったほか、東京の浅草本願寺で
現如の教育掛をつとめた48）。明治 5年（1872）、彼は本山の東京移転を主張
したものの受け入れられず、明治 6 年（1873） 3 月に長崎へと異動した。
48）	香頂は明治 5年 2月に上京しているが、『韻華楼日記』によると、3月23日には咸宜
園の先輩である長三洲を訪問しており、翌日には、弟の小栗布岳が訪問している。
	 （ 3 月23日）大分県僧香頂来訪。香頂戸次人旧称大戩、余相識久。前日、白華来言
香頂在浅草本願寺子院。
	 （同24日）小栗憲一来訪。憲一旧称大珎大分県戸次僧香頂弟。今為監部居麹町。
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長崎では、教導職として神官僧侶の学力試験を審査する職務の傍ら、聖福
寺（黄檗宗）を訪れ清人僧侶から中国語を習っている49）。
　北京では彼は寺子屋に通って中国語を学び、寺院に住込んだ。とくに、
龍泉寺・本然とは交流を深め仏教について議論をおこなっている。当時、
北京は上海とは異なり、日本人の経営する旅館・商店あるいは会社はまだ
進出しておらず、日本公使館員と香頂以外に日本人はいなかった。
　小栗栖香頂は、北京滞在日記である「北京紀遊50）」の中で渡清の目的を以
下のように述べている。
凡頂（※香頂）之志願四、一学京音、二学京語、三接名僧碩学、四問
護法大策。
　つまり、小栗栖香頂の渡清の目的は、①②中国語（北京語）を習得する
こと。これは中国で活動するキリスト教宣教師にならって、文字の読めな
い下層民に文語ではなく口語で布教するためである。③学識のある名僧に
接すること。④日中印三国仏教同盟を提唱して基督教阻止を説くことであ
った。このほか五台山などの各地の寺院を視察しており、清末中国仏教の
みならず、後述するように清末のラマ教（チベット仏教）や回教を含めた
清末の宗教現状を認識した初めての日本人といってよい。注目すべきは、
従来の日本人僧の中国渡航が巡礼あるいは求法であったのに対して、香頂
の渡清の目的は布教・仏教同盟の締結を意図したものであったことである。
　香頂は渡清直後、本山から「支那国弘教係」に任命され、渡航費用とし
て400ドルが支給されていた。門主の脱走劇という形態をとった白華らの洋
行とは異なり、香頂の渡清は公式な派遣であった。そのため、北京滞在中
の香頂が日本にいる弟・布岳にあてた書翰の中から、布岳が必要な部分を
49）	『将来方針』、明治31年。
50）	魚返善雄「同治末年留燕日記」（『東京女子大学論集』第 8巻第 1号、昭和32年）。
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抜粋して作成し、本山に対して中国布教の提言書である「支那開教見込51）」
を提出している。
　しかし、この中で小栗栖香頂は当時の中国仏教に対して以下のように述
べ、評価していない。
北京ニ大小百ヶ寺余アリ、学問ヲスルハ唯龍泉寺一ヶ寺ナリ。其余ハ
尽ク不立文字ノ愚僧ナリ。可悲ノ至ナリ。
　香頂は日中印の仏教勢力の同盟締結を主張したが、実際に彼が清国で聯
繋相手とするべきだと建白したのは中国仏教ではなく、むしろラマ教であ
った。ラマ教は当時衰頽していた中国仏教とは対照的に、清朝の手厚い保
護を受け、政治的に影響力を持っており、勢力範囲もチベットのみならず
モンゴルなど広範囲にわたっていた。北京滞在中に香頂は雍和宮のラマ僧、
トンコル・フトクトと交流を行っており、帰国後は『真言宗大意』・『喇嘛
教沿革』を著すなど、清国におけるラマ教の影響力を認識した最初の日本
人であった。
　のち東本願寺では、明治20年代に南條文雄によって「入蔵熱」が起こり、
彼自身もチベット語訳の大蔵経の必要性を痛感する。日清戦争後には、チ
ベット入国のため能海寛・寺本婉雅が派遣され、ダライ・ラマ十三世との
接触が摸索されたが、これには日本政府もチベットの地理的な重要性に鑑
み関心を示し、外務省から成田安輝が同行した。西本願寺も明治41（1908）
に、大谷尊由（光瑞の弟）が五台山でダライ・ラマ十三世と面会している。
　石川舜台は後年、香頂が渡清した意義について以下のように述べてい
る52）。
51）	陳継東『清末仏教の研究―楊文会を中心として―』（山喜房佛書林、平成15年）に、
一部が翻刻されている。
52）	『六十年史』（註 4に掲出）。
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急に露西亜をやらんならんが、丁度これはやれるやうになつてをる。
それは満洲蒙古が皆仏教ぢや。西の方へ行くに従つて喇嘛仏教ぢや。
それで、此の喇嘛教と聯合して露西亜へ布教に出かけるといふ考へぢ
や。あの北京に雍和宮がある。それはもと清朝の世宗が、龍潜藩邸を
蒙古の喇嘛に喜捨して寺にしたんぢや。それは清朝の朝廷にも大変勢
力のあるものぢやつたから、それを目当に行つたのが小栗栖と谷了然
だ。小栗栖は真言密教に詳しいやつで、随分大きい事を考へてゐた。
さうしたら大変具合がよく行つた。
つまり、東本願寺は大久保利通をはじめとする政府関係者に対しては、香
頂の渡清は単に清国で布教するのが目的ではなく、ラマ教と共同してロシ
アで布教を行い、当時南下政策を進めていたロシアに対抗するのに有用で
あると説明していたのである。
　当時、香頂は清国布教に関して「支那開教見込」で、次のような具体的
提言を行っている。
真宗ヲ興サント欲セハ、長城以東ノ地ニ一本寺ヲ作ルヘシ。長城以西
ハ喇嘛教大ニ繁昌シテアリ。回教モ及ハヌ。長城以西ノ旧漢地ハ南京
ヲ以テ中央トスヘシ。南京ニ寺ヲ作ルコト大ニ可ナルヘシ。爰ニ東西
ノ御連枝一人ヲ廟主トスヘシ、舟ノ便モヨシ、内には本願他力ノ利ア
リ、外ニハ肉食妻帯ノ便アリ、大ニ学校ヲ立テ、天台以来ノ教化ヲ講
シ、日別ニ説法会ヲ開ハ、支那僧モ始ハ妬ムヘシ、次ニ陰ニ罵ルヘシ、
後ニ一同帰依スヘシ。小子飽迄支那僧ノ真宗ニ帰スル兆アルコトヲ目
撃セリ。
先南京ヲ本寺トシテ、十八省ニ両人宛道心堅固ノ僧ヲ遣リ説教セシム
ヘシ。寺ヲ作ルニハ及ハヌ、フルキ寺イクツモアリ、買ニモ可ナリ。
亦仏蘭斯僧ノ如ク商府ヲ開クヘシ。仏蘭斯僧ノ親切ナルニハ、支那モ
陰ニ感心セリ。初メ来ル者、三年ノ間言語ヲ学間ニ、行状ト云ヒ親切
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ト云ヒ、皆々感心シテ仕舞ナリ。其後ハ出入共ニ説教ス。多人一人ヲ
選ハス、依テ当時彼徒ノ入ラヌ処ハ十八省内湖南ノミト云ナリ。支那
人ハ悋気深キ癖アレトモ、僧ノ此ニ妬気ヲ挾ナサルハイカニモウルサ
キコト也。依テ我輩急ニ力ヲ尽シ、布教ノ仕方ハ仏蘭西ヲ手本トスヘ
シ。
彼等ヲハ支那ニ遣シ、根気ヨク、言語ヲ学ハシメハ必ス念仏ヲ引起サ
ン。不正義ノ念仏テモ、切支丹ヨリハ可ナルヘシ。又学寮ノ講者モ、
日本斗リノ講者テハ残念ナリ。外国ニ遊フト自分ノ無学ニモ気カ附ク
ナリ。中外ニ度テ恥ル処ナクハ、又学頭トスヘキナリ。依テ三十斗リ
迄学問出来ハ、三十以上ヨリ支那見物ニ出ルヘシ。長崎ヨリ航海スレ
ハ僅ニ二日ノ舟中ナリ。上海ヨリ四日ニ天津ニ至ルヘシ。教師ハ千辛
万苦セネハナラヌ者也ト決心スヘシ。況ヤ新法主ノ御洋行ヨリ折テ、
祖師蓮師ノ事ヲ追思スヘシ。サテ南京ニ本寺ヲ作ラント浴セハ、本堂
ニ弥陀ヲ安シ左右ニ太神宮ト孔夫子ヲ安スヘシ、神仏判然シテ。太神
ハ仏ニ非ストスルハ、本朝ノミノコトナリ。外国ニ行フトキハ、屹度
本跡ヲ立ネハナラヌ。関羽ヲ以テ観音トスルコト、支那一般ノ事ナリ。
又孔子所立ハ我序度真宗ノ俗諦規則ニ符号スル故ニ、コレヲ祭ル大ニ
支那ノ人心ヲ得ルナリ。祖師堂ニハ善導、法然、我祖ノ三祖ニテ然ル
ヘキナリ。真実ノ我ニ菩薩心アリテ至誠神人ニ徹セハ必ス興隆スルニ
相違ナキナリ。唯ソメキ心テ開宗スルハ無用ノ事ナリ。
また、香頂が北京で記した日記である「北京紀遊」四十二節には以下のよ
うな記述がある。
布教自支那始、置本山於南京、置支院於十八省、以連枝為支那教主、
選人材、分掌各省教務。
日本本山、設外国語学校、以授布方法。（中略）選能漢文者、撰真宗教
旨・往生伝・布教史伝・孝子伝・伝記以流芳千歳為上栄、不以堂班門
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地以栄。
　つまり、清国において布教する地域として、回教とラマ教の競合しない
万里の長城より東側を挙げている。具体的には南京を拠点の中心とし、そ
こに東西の連枝を置き、僧侶を派遣して説教を行って布教活動を行うとと
もに、学校を設立し、古い寺院を買収して本願寺の寺院とすることを提唱
している。また、キリスト教宣教師たちの布教方法を手本として中国語を
学び、親切に中国の一般民衆に接することを説いている。さらに、本堂に
は阿弥陀如来のほかに太神宮や孔子を祀ることを提言している。これは当
時、日本国内では大教院が設置され神仏が合同で祀られていたため、寺院
に太神宮も祀る必要性があった。しかし、明治 8年（1875）に真宗四派は
大教院を離脱したため、太神宮を祀ることはなくなった。明治 9年（1876）
には上海別院が設置されるが、実際に双方とも祀られることはなかった
　その他、漢文で真宗の教義を著することが出来る人物が不可缺であるこ
とを説いており、香頂は帰国後、著作活動を始め、前出『真言宗大意』・
『喇嘛教沿革』を著したほか、布教用テキストとして漢文で書いた『真宗教
旨』は、のちに清国および朝鮮布教のテキストとして使用された。
　このように、香頂は自ら渡清して中国語を学び現地人とくに僧侶と交流
を行い、本山に対しても具体的な布教活動の方法を建白し、帰国後も著作
活動を積極的に行うなど、海外布教について真剣に考えていた。
　後年の東本願寺の清国での布教活動を見ていくと、明治 9年（1876）に
江南の上海に別院が設置され、明治30年代に布教活動が本格的に再開され
た時には、慧日院（大谷勝信）・能浄院（大谷瑩誠）両連枝が各地を視察
し、南京をはじめ江南・華南各地に学校が設立され、現時の寺院を買収す
るなど、当時香頂が行った提言が基礎となっている。
　明治10年（1877）に帰国した後、香頂は渡清することはなかったが、日
清戦争に際しては、浅草本願寺に収容された清国捕虜に対して北京語で説
教を行い、その説教録である『清国捕虜説教』が出版されている。また、
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布教が本格的に再開された30年代には、楊文会と真宗の教義を巡って大論
争を展開するなど、生涯清国布教に関わり続けた。
3 　明治前期の中国語教育
　ここで、明治前期の中国語教育について見ておきたい。
　江戸時代、中国語の通訳として唐通事が長崎に置かれていたが、主に南
京語・福州語・漳州語の三系統に分かれていた。明治 3 年（1870） 2 月、
外務省は漢語学所を設立したが、そこで教えていた中国語は南京語であり、
教育は頴川重寛・蔡祐良ら元唐通事たちがあたった。明治 6年（1873）に
は文部省に移管され外国語学所となり、さらに既存の外国語学校に合併さ
れた。教師の周幼梅・松葉石とも南方語を教えていたが、実際の外交交渉
では北京語の重要性が認識されていた。明治 9年（1876）には北京語習得
のため、中田敬義らが留学生として北京に派遣された53）。
　しかし、すでに明治 6年（1873）、東本願寺では小栗栖香頂が北京へ渡航
して北京語を学んでいた。これは外務省・陸軍の留学生派遣に先立つこと
であって、日本人の中国語学習史上特筆すべきことであり、東本願寺が積
極的に中国布教に取組もうとしている様子が伺える。
　後述するように、明治 9年（1876） 8 月20日には上海別院が開設される
が、当初の主な目的は中国語説教による清人への布教と、中国語で説教が
出来る日本人僧の養成であった。当時、真宗僧の中で中国語の説教ができ
るのは小栗栖香頂一人であったので、実際に布教活動を行うためには、中
国語の出来る日本人僧侶を養成しなければならなかったのである。そのた
め、別院設置に先立つ 7月16日には日本領事館の一室を借りて、現地人・
孫藹人を雇庸して中国語教育が始まった54）。続く 8月23日には別院の翻訳説
教を行っていた任鈞渓が雇われている。日本から派遣された留学僧は、は
53）	この節については、『中国文学』第83号（昭和17年）の特輯「日本と支那語」を参照
した。
54）	『六十年史』（註 4に掲出）。
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じめ崖辺賢超と日野順証のみであったが、のちに 9名の学生が引率されて
やって来る。これはのち、10月18日に本山より認可された本山直轄の八教
校の一つである江蘇教校に昇格するが、これは日本人が中国において最初
に設立した学校であった。
　清国における中国語教育を定めた、「清国教校条規55）」第一章の総規に
一　（前略）中ニ就テ土音土語ニ通スルヲ第一ノ急務トス
一	　各省教校共其所在ノ土語ニ通スルヲ本トス、而テ各省中音ノ正キ
者ヲ北京南京ノ両音トスレハ、三経四書等ノ如キハ外省ノ音ヲ以テ
ハ念スヘカラス、故ニ南部ノ教校ニ於テハ南京音ヲ以之ヲ念シ、北
部ノ教校ニ於テハ北京音ヲ以テ之ヲ念スヘシ。
とあり、また同条規の「課業表」には「土語、（上等）通弁・（中等）綴語
五十篇・（下等）六千語」「両京音、（上等）聖武記／西洋記・（中等）四書
／十八史略／元明史略・（下等）三経」とある。つまり、上海別院の江蘇教
校では、土音土語（上海語）と南京音を教えており、日常会話（白話）は
土音土語（上海語）を、書物（文言）を読むときは南京音を用いていた。
また別院開院初期には任鈞渓が説教を行っており、彼の出身と説教する対
象を考えると、その説教は上海語で行われたとみて間違いない56）。その上、
55）	『六十年史』（註 4に掲出）。
56）	香頂は上海での布教のために、『南京語説教』という書を著して上海語（任鈞渓）と
南京語（孫藹人）を習っている（※筆者註、彼は北京語を話すことができたが、当
時の江南では北京語ではなく南京語が用いられていた。陳継東「1876年日本仏教の
伝道―『南京説教』を中心として―」、東京学芸大学「国際教育研究」第20号、平
成12年）。
	 　また、「入仏式報告書」（『六十年史』、註 4に掲出）には、「明廿三日より松江府の
人任鈞渓と申者を更に教師に雇入、之をして先づ信徒ならしめ、次で説教者として、
日野順証に昼夜説教の土語を学ばせ、次回の説教には、必ず土語を以て説教為致候
心得に御座候」とあり、別院では上海語の習得に力を入れていた。
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初期の記録では説教の試験は「上海土語検査57）」となっており、説教のため
の上海語の試験が行われていた。
　翌明治10年（1877）11月 1 日には、北京教校も開設され、北京語の教育
も開始されたが。しかし、後述するように、間もなく中国布教自体が大幅
に縮小されたため、翌年には閉鎖されたとみられる58）。上海別院内に設置さ
れた江蘇教校も、明治12年（1879） 5 月27日に清国教校から国内の教師教
校に格下げとなった。
　その後、東本願寺の中国語教育は国内で行われることとなった。明治13
年（1880）当時、東本願寺の大阪・難波別院内の教師教校では南京語を教
えており、来日中であった清末文人の陳鴻誥や汪松坪が教師をしていた。
これは東本願寺が上海別院に引き続き江南での布教活動を想定していたか
らであり、学生であった松ヶ江賢哲と松林孝純59）は卒業後、それぞれ杭州
と蘇州に派遣され60）、現地語（杭州語・蘇州語）を習得している。一方、東
京外国語学校では、明治14年（1881）に南京語教育が廃止され、北京語教
育のみとなった。
　その後、上海では明治17年（1884）に東洋学館が、明治23年（1890）に
57）	『六十年史』（註 4に掲出）。
58）	『六十年史』（註 4に掲出）年表によると、「明治十一年一月、北京布教停止せられ、
直隷教校廃せらる。」となっているが、『支那在勤襍志』明治11年 3 月22日には、「直
隷教校廃止達有之、余信聞」とある。
59）	松林孝純（1856？～？）越後糸魚川の正覚寺に松林得聞の子として生まれ、副住職
をつとめ長圓立に学ぶ。のち、 2歳下の松ヶ江賢哲とともに大阪の難波別院教師教
校支那語科で汪
ワンスンピン
松坪より南京語を学ぶ。1881年11月、本山教学部から留学を命ぜら
れ蘇州で蘇州語を学び、この間に兪樾『東瀛詩選』編纂に際しては日本側との連絡
係をつとめ、のちに上海別院内に設置された小学校・親愛舎の教師をつとめる。な
お、父の得聞は同別院輪番をつとめたが、明治19年（1886）に上海で客死した。日
清戦争中は通訳として満洲・台湾に従軍した。戦後は東本願寺が設立した蘇州日文
学堂の学長をつとめたほか、上海では古城貞吉らとともに日本書籍の漢訳を行い『蒙
学書報』に掲載した。晩年は了得寺（札幌）の院代をつとめた。著書に、『大日本帝
国俗解』（明治22年）・『四大法令俗解』（同）などがある。『六十年史』（註 4に掲出）、
松ヶ江賢哲の懐旧録中に松林孝純に関する記述がある。
60）	『六十年史』（註 4に掲出）。
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日清貿易研究所が設立され中国語教育が行われたほか、国内では熊本国権
党が設立した済々黌では、中国語および朝鮮語の教育が行われた。また、
西本願寺が布教僧養成のために語学学校、清韓語学研究所を設置したのは、
日清戦争中の明治28年（1895）であった。
　従来、明治以降の中国語教育の研究は六角恒廣61）に代表されるように、
国内では唐通事を起源とする外語学校を、国外では上海の東洋学館を近代
日本における中国語教育の嚆矢してきたが、東本願寺の中国語教育は両者
よりも早く北京語あるいは上海語・南京語教育を始めており、しかもいず
れの系統にも属さない中国語による布教を目的とした独自のものであった。
4 　上海別院の組織と活動
　小栗栖香頂一行は明治 9年（1876） 7 月 7 日に神戸を発ち、同13日に上
海到着、8月20日にイギリス租界に東本願寺上海別院を開設した62）。渡航に
先立って小栗栖香頂は外務卿寺島宗則に布教について相談し、理解と激励
を受けたとされる63）。
　当日の開院式で香頂は「南京語」で説教を行い、漢文で書かれた自著『真
宗教旨』や『真宗説教』（一枚刷のパンフレット）を配布している。開院式
には、日本側からは領事品川忠通・領事館員大倉雨村・海軍中尉曾根俊虎
らが、在留邦人からは三菱会社・広業社・内外用達会社をはじめとする企
業や、旅館の田代屋・上野屋など、当時上海に在留していた主立った邦人
はほぼ全員参列した。清国側からは龍華寺の僧侶や、馮耕三・孫靄人・銭
61）	六角恒廣『中国語教育史の研究』（東方書店、昭和63年）、同『中国語教育史論考』
（不二出版、平成元年）、同『中国語学習余聞』（同学社、平成10年）、同『漢語師家
伝』（東方書店、平成11年）、同『中国語教育史稿拾遺』（不二出版、平成14年）。
62）	上海別院は数度の組織の縮小や改変および移転はあったものの、東本願寺が中国に
設立した他の別院や学堂とは異なり短期間で閉鎖されることなく、昭和20年（1945）
に閉鎖されるまで約70年間に亙って東本願寺の中国における活動拠点であり続けた。
63）	香頂が寺島を訪問したときの顚末が、『令知会雑誌』第19号（明治18年10月）に掲載
されており、これによると、寛政年間に渡来したポルトガル人宣教師の例を挙げて、
香頂に対して清国での布教活動について激励している。
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子琴ら文人の参列があった。
　当時、明治元年に田代屋が進出したのを皮切りに、企業・商店などが漸
次増加しており、上海の邦人は増加し、別院が設置された頃には在留邦人
数は百人に達しつつあった。
　上海別院ではこうした在留邦人の増加に対応するために、明治10年
（1877）9 月 1 日に教育機関として育嬰堂（のち親愛舎・復習席・開導小学
校）が開設され64）、日本から医師早川純嘏が派遣された65）。また領事館と交
渉の結果、日本人墓地の管理も別院が行うようになった66）。
　明治10年代半ばには日本人医師が上海に開業するようになり、日露戦争
後の明治39年（1906）には日本人会である上海居留民団が設立、学校・墓
地の管理が上海別院から移管され、昭和20年（1945）に敗戦により在留邦
人が引揚げるまで継続されることとなる。
　次に、上海別院の活動について見ていきたい。前述の通り、別院では中
国語説教および中国語教育が目的であったが、このほかの以下のような活
動を行っていた。
64）	『六十年史』（註 4に掲出）。
65）	早川純蝦更迭後も医者の派遣は続けられ、『開導新聞』第 8号（明治13年 8 月10日に
は以下のような記述がある。
	 去年四月、東派本願寺渥美少教正ガ、清国上海なる該寺別院へ航海せられし際、
随行ありし内務省免許医伊藤伍一氏、右別院内なる委員にて内外患者と治療し居
られしガ、這回満期にて同内務省免許医西沢数馬氏と交代せられ、去月十二日無
事にて帰朝せられ、此頃猶滞京中なるガ、不日帰省致さるゝ由。聞くところに依
れバ、該氏ハ該地在勤中人望もありし故、本年四月にて満期のところ該別院輪番
目幸氏より猶一ヶ年間在勤あり度き旨依頼致されたれども、該人父伊藤春沢病気
の故を以て已むを得ず今度辞し帰られたるなりと。
	 このほか、『読売新聞』（明治10年 1 月29日）には以下のような記述がある。
	 上海へ派出してゐる真宗の坊さんハ残ず松本順先生の門人になり、医業を学んで
同所へ日本病院を開き、人民の教育を専らにして、説教の節にハ旧弊の漢家の治
療でハ病気ハ治らないといふ事を説きさとし、日本の仏法と医学を支那一般へ開
くつもりに付て松本順先生ハ一昨日九州の方へ出立されたとの風聞
66）	明治 9 年（1876）に、別院輪番・河崎顕成によって書かれた「河崎輪番日記」（鈔
本、上海図書館蔵書楼所蔵）には、布教僧が日本領事館と取交わした文面の内容が
記載されている。
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　明治 9年（1876）11月 1 日付で石川舜台（本山寺務所長）宛に提出した、
河崎顕成（上海別院輪番）「上海別院公務67）」によれば、当時の日課は以下
の通りとなっており、中国語だけではなく宗学・漢学・習字を教えていた。
　日課表
午前七時　　　　　　　　　　　吃飯
同　従八時至十時　　　　　　　語学
同　従十時至十二時　　　　　　同　復習訳解
正午　　　　　　　　　　　　　吃飯
十二時三十分ヨリ午後一時マテ　休業
午後一時ヨリ二時半マテ　　　　宗乗講解
同　二時半ヨリ四時マテ　　　　漢籍講解
同　四時半ヨリ五時マテ　　　　習字
同　六時　　　　　　　　　　　吃飯
同　六時三十分ヨリ八時マテ　　運動
同　八時ヨリ十時マテ　　　　　宗乗漢籍復習
　また、布教僧たちの職掌を規定したものに「上海別院公務68）」があり、第
三章「本院職制并事務章程・職制」に以下のような記述がある。
輪番　一人　本堂勤行式等ノ事ニ任シ、学師教師及生徒ノ能否ヲ監別
シ、院内百般ノ事務ヲ法例規則ニ照シテ之ヲ統理スルヲ掌ル
学師　無定員　編輯及ヒ語学ヲ専ラトシ、生徒ヲ引率教授シ、清国僧
徒及儒者等ヲ帰化セシムルヲ掌ル
教師　無定員　専ラ布教ノ事ニ任シ、風土人情ヲ監識シ、機ニ応シテ
67）	「上海別院公務」（〔雑録〕〔明治初〕写（白華）、白華文庫蔵）。
68）	「上海別院公務」（註67に掲出）。
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筆談口授ヲ以テ内外国人ヲ信徒ナラシムルヲ掌ル
　　以上其職掌ヲ区分スト雖、創業ノ際互ニ協議戳力スヘシ
　これによると、輪番は別院内の責任者であり、布教僧（教師・学師）の
職務は主に生徒の監理・教育と説教であると規定されている。『支那在勤襍
志』（以下『在勤襍志』）によると、松本白華は別院輪番・北方蒙（心泉）
は承事、加藤法海は教師、今川拾翠は教師方となっている。
　明治10年から翌年にかけて上海別院で活動した布教僧、岳崎正鈍69）の日
記『在勤襍志70）』には、江蘇教校に関して次のような記述がある。
午後第一時、『序分義』開講。（明治10年 8 月20日）
本日土語恒例検査、余該席莅監。（同年 9月 6日）
『序分義』講了。（同年10月12日）
以本日起本校生徒大試験。本日土音検査、教師蔣文虎・輪番松本白華・
教師岳崎正鈍・加藤法城蒞鑑。（11年 1 月26日）
本日余乗検査、略述相義与七十五法也。教師加藤法城・輪番（※松本
白華）并北方蒙（※心泉）・余同臨莅。（同年 1月23日）
本日宗乗大検査、書目『序分義』『易行品』『浄土論』。臨莅如昨日。午
後説教、加藤法城。（同年 1月27日）
69）	岳崎正鈍は、秋田・浄弘寺十世、速證院正桓の三男として生まれた。字は法泉、漱
石・悟外・瘂羊・酔月楼・秋雲・自笑人等と号し、その居室を自笑観と称した。明
治元年（1868）、越前国祐善寺に入寺して、同寺十八世を継ぐ。明治11年（1877）7
月から翌年 5月まで、三等説教者兼四等教師として東本願寺上海別院に在勤し説教
を行うかたわら中国人向けのパンフレット『真宗説教』の編纂に従事したほか、同
別院内に設立された中国語学校の江蘇教校で日本人留学僧に宗乗（真宗学）を教授
する。歿後、法主大谷光勝（厳如）は染筆院号法名を下賜し、大正12年（1923）に
嗣講の学階を贈られた。著書に、上海別院時代の日記である『支那在勤襍志』（真宗
史料集成第11巻『維新期の真宗』、同朋社、昭和50年）や、『真宗要目五十題弁妄』
などがある。
70）	『在勤襍志』（註69に掲出）。
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　正鈍は宗乗（真宗学）を担当しており、試験時には試験監督を務めてい
る。江蘇教校は布教僧を養成する学校であり、中国語は中国人教師（上海
語は任鈞渓のちに蔣文虎・南京語は孫藹人）が教え、宗乗・漢籍・習字は
日本僧が教え、随時試験も行っていたのである。
　このほかに、『在勤襍志』からは布教僧の日常生活を伺い知ることが出来
る。彼の主な仕事は以下の通りである。
①　江蘇教校の授業・試験監督
②　『真宗説教』（パンフレット）の編纂
③　説教
④　仏事
　まず、①については、すでに述べているので、ここでは省略する。
　次に、②については、日記中に「余『真宗説教』第六号脱稿。」などとあ
ることから、別院では毎月『真宗説教』（パンフレット）が発行されてお
り、岳崎は『真宗説教』第 6号から 9号までの編纂を担当していた71）。白華
文庫には第 1号から第 9号までを収録した冊子体の『真宗説教』が所蔵さ
れており、末尾に「上洋新北門内謝潤卿刊字」とあることから、毎月発行
されていたものを纏めて、のちに冊子として上海で出版したと思われる72）。
　③については、岳崎は定期的に説教を行っているが、『在勤襍志』に見え
る説教の題目や、「本日因無本邦人参詣無説教」（明治11年 3 月10日）とあ
71）	明治10年 8 月18日。このほか『在勤襍志』中には以下のような記述が見られる。
	 余『真宗説教』第七号脱稿。（明治10年 9 月 4 日）
	 「説教草稿」第八号脱稿。（同年10月 1 日）
	 『真宗説教』第九号、松本白華殿草成持求刪補于余成賛而直啓上。（明治11年 1 月
7 日）
72）	明治27年（1894）、輪番佐野即悟の時代には、漢文で書かれた雑誌『仏門月報』が創
刊された。
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り、日本人向けに日本語で説教を行っていた73）。
　④の仏事については、定例の仏事のほか、在留邦人の要請に応じて随時
葬儀・説教などの仏事を行っている74）。当時の在留邦人には領事館・商人の
他に、多数の洋妾がおり、別院では洋妾に対して小栗栖香頂夫人、郁が教
育を行っている。
　この間、清国仏教者との交流も行われており、開院式に際しては龍華寺
の僧侶が参列したことはすでに述べたが、上海別院の布教僧も龍華寺や北
京五台山など中国各地の寺院を訪れている。
　輪番であった白華は楊文会と会見し、ロンドンにサンスクリット習得の
ため留学していた南條文雄を紹介しており75）、その後、南條と仁山の間で交
流が始まった。また、白華との交流を通じて信者となり、小栗栖香頂『真
73）	『在勤襍志』中には以下のような記述が見られる。
	 朝勤行六時。日中九時。午後吾初説教、讃題「像法ノトキノ智人モ」。（明治10年
8 月12日）
	 説教『御一代記』「口ト身トハ似スルモノナリ、心ネカヨクナリカタキモノナリ、
惟分心ノカタヲタシナムベキコトナリ」。（同年10月21日）
	 午後説教、蓮祖法語「仏法ニ厭足ナケレハ…
（ママ）
…」。（同年12月23日）
	 本日説教「今歳ヨリト思ハヌ年ハナカリケリ」句意詳弁。（明治11年 2 月 3 日）
74）	『在勤襍志』中には以下のような記述が見られる。
	 午後説教後領事館誥官員申経、輪番谷・加藤及余。（明治10年12月 2 日）
	 異人売妾之本朝人、向娠焉、要帰崎易而分娩、然不能分娩而死矣。訃音到上海其
女朋某等請為死者読経於本院、午前十一時三経読誦。（同年10月19日）
	 天長節。輪番（※白華）・生徒相携賀於領事館。余有風邪気故不赴。（同年11月 3
日）
	 このほか、『令知会雑誌』（第18号、明治18年 9 月）には、「英国人の幽霊」と題して
以下のような変わった事例が掲載されている
	 目下、支那国上海に寄寓する英国人某の家へ如何なる故にや、度々幽霊か出ると
の風聞なりしか、頃日其妻君より一風之施物を大谷派本願寺上海別院へ送り来り、
其封紙に片仮名にて、「タビタビユウレイガデヽコマリマス。サンブキヤウヨミテ
クダサレ云云」ト記載ありて、翌日馬車を以て迎ひに来りし故、松江賢哲氏か徃
て読経せられしに其後ハ何事もあらざるよし。
75）	「学窻雑録」（『令知会雑誌』第 9号、明治17年12月）に、「楊文会来書　明治十三年
四月二十六日」が掲載されており、白華と会談したことが記されている。
	 敬啓者、弟在滬上、与松本上人白華談次、得悉真宗高士有西遊者、秉払于英（以
下略）
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宗教旨』を自費で覆刻した蘇州の許霊虗などがいた76）。
5 　清国布教の縮小と中止
　かくして始まった東本願寺の海外布教であったが、明治11年（1878）に
は、海外布教などを積極的に進めていた石川舜台が寺務所長を辞任し、海
外布教等に消極的な渥美契縁が就任した。これにより北方祐央（心泉の
兄）・谷了然は寺務所役を罷免され、白華・心泉も更迭されている。さら
に、12年（1879）には別院は消滅した形となり77）、明治14年（1881）には別
院から出張所に格下げされている。16年（1883） 9 月12日に本堂が新築さ
れ虹口に移転したが、直後の 9月15日に布教中止が発令され、10月 4 日に
上海に達した78）。肺病のため帰国していた心泉は、療養先の長崎から本山の
参務であった渥美契縁宛に、「中国布教自費維持願」を提出している。
　しかし、その間も別院は閉鎖されることなく、規模を縮小しながら存続
している。この時期の記録は、『六十年史』が編纂された時にはすでに散逸
していたが、当時の別院の様子を一例を示すものとして、明治18年（1885）
に前田黙鳳が上海に渡航した時、上海別院に寄寓していた時の記録があ
る79）。
76）	『六十年史』（註 4に掲出）。
77）	『開導新聞』第 4号（明治13年 7 月21日）には当時の布教僧について以下のような記
述がある。
	 先きごろ支那の上海より帰朝し高知県の士族吉田氏の話に（中略）尤も笑ふ可き
は日本真宗の僧侶なり。法衣を服する者あり、羽織袴を着る者あり、亦洋服にて
洋人と少も異なるなき人もあると云ハれたが、実に我輩も日本人なれバ、上海の
別院の僧侶達ハ成丈け法衣を着し如法らしくされる法ガ、餘程土人の信を得て帰
依する者ガ多くありませうと話れましたガ、我輩此語ハ真宗の僧侶の薬石砭鍼に
なるべき話と思ひます。本山の開化法師に叱咤を蒙むるならんと慄然ふるへて投
じます。
78）	この間、明治17年（1884）には上海に東洋学館が設立され、清仏戦争取材のために
記者であった尾崎行雄らが上海に渡っている。また同年、岡千仞が清国を漫遊し、
楢原陳政が兪樾の門下生となっている。
79）	『黙鳳書話会第一回講演「黙鳳道人」』（ロバート・キャンベル「東京鳳文館の歳月
（下）」（『江戸文学』16号、平成 8 年10月））。また、「宗方小太郎日記」（明治21年、
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当時（※明治18・1885年夏）私（※不詳）は東本願寺の別院に寄寓し
ておりましたが、（中略）其頃東本願寺別院に布教師として三人の日本
僧が居つて、其中に島田一陽と云ふ男が在つた。処が其男が毎晩々々
本願寺の料理人兼本願寺の買出小使それに「ラオチユー」と云ふ酒を
買ひに遣る。（以下略）
　この間前述の通り、清国の仏教者との交流はあったものの、小栗栖香頂
が提唱したキリスト教宣教師のように一般民衆向けに貧民救済などの布教
活動を行って信者を獲得することは出来なかった。
　その大きな理由として、欧米列強には条約によって認められていた清国
内での布教権が、日清修好条規では何等規定されていなかったことがあっ
た。
　佐藤三郎「中国における日本仏教の布教権をめぐって：近代日中交渉史
の一齣として」80）によると、明治14年（1881）に上海別院内の江蘇教校で学
び布教僧となった菊池秀言は、日本には布教権が認められていないため、
清国内で公然と布教活動が行えない現状や、秀言が福沢諭吉や岩倉具視に
相談したほか、北京公使宍戸璣・上海総領事品川忠通とともに政府に陳情
し、外務卿井上馨に面会する機会を得て、布教権の必要性を説いている。
当時、日本政府は日清修好条規は、明治16年（1883） 4 月29日をもって期
限に達すると認識しており、秀言の行動もこれを意識したものであったが、
実際に条約改正交渉が始まるのは明治19年（1886）であった。
　東本願寺は明治16年（1883） 5 月、上海別院の新築工事を着工し、 9月
12日に落成している。しかし、それから僅か 3日後の 9月15日に清国布教
中止の通達が出された（10月 4 日に上海に達した）。これは東本願寺が、布
大里浩秋「上海歴史研究所所蔵宗方小太郎資料について」、神奈川大学人文学研究所
「人文学研究所報」第37号、平成16年。同「宗方小太郎日記、明治22～25年」、同39
号、平成19年）には、宗方が頻繁に東本願寺上海別院に出入りしている記述がある。
80）	『山形大学紀要（人文科学）』第 5巻第 4号、昭和39年。
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教権を盛り込んだ改正交渉を日本政府が始めることに期待をして、布教に
備えて新築を行ったのだが、結果として交渉が行われる気配がなく、やむ
なく布教の中止を決定したものと思われる。
　このように明治10年代になっても、東本願寺派は政府の意図を汲み取る
ことはできなかったのである。
　一方、条約上日本が有利にあった朝鮮では、釜山に引き続き元山・仁川
などの開港地に別院を開設していった。
　明治18年（1885）11月に、再開が決定された清国布教は本山の布達に、
「同地の布教は、第一に日本居留人の為めに欠くべからざるの場合もあり、
尚支那人にも間々篤信家もこれあるに依り、同別院の事務に釐整を加へ、
布教の方法にも多少の改良を施し、愈々之を永遠に維持するに確定せり」
とあるように、中国人に対する布教から、在留邦人向けへの布教を第一目
的とする方針転換が図られた。当時、上海で布教の再開を協議した梅原譲
は、南條文雄に次のような書翰を送っている81）。
前畧、本港内日本人寄留人民ハ凡八百人内外にて、就れも無宗教人に
有之候得共、教化の功なきにハ非す。是迄ハたゝ支那布教と云ふ名義
に執着し、寄留人民の教導ハ措て問ハさる風情に立至り候間、今回ハ
充分本国人民の教導に尽力為致度意見に御座候。苟も海外に布教する
に当て、我本国人民の帰向を得すして外国人の感化を求むるハ至難と
存す。又維持上に於ても日本寄留人民の帰向を得るハ一大要点に御座
候。於生着港以来奔走苦心仕候も此一事に御座候。
　しかし、心泉ら一部の布教活動にあたった僧侶は、清人への布教を断念
したわけではなかった。当時、上海別院にいた松ヶ江賢哲が心泉に宛てた
81）	『令知会雑誌』（第18号、明治18年 9 月）44頁、「支那布教」。
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書翰（明治22年 3 月22日付）82）には、清人に対する布教活動の機会を企図し
ている様子が伺える。
（前略）名論卓説ノ如ク、此古寺ヲ再興シテ83）自夫漸々布教拡張及ヒ古
蹟巡拝等之所願ヲ果スノ計画誠ニ至極セシ好事ニ候。然レトモ先初ニ
能ク能ク寒山古寺復興ニ付テ碍ナキ様、支那貴紳ノ意ヲ叩カサルヘカ
ラス。左モナクテ但資料ヲ備ヘテ直ニ着手セント欲スルモ、或ハ能ハ
サル事ナラン歟。高見ハ既ニ如何ナル点ニ決シ候ヤ。（以下略）
副啓（中略）支那布教ノ事モ久ク有名無実ニ帰シ、朝鮮布教モ或ハ髣
髴タル事ナリト。彼地ヨリ来リシ者ノ話、此時ハ奮励スヘキ時機トハ
知レトモ、丸テ他人棄児ノ取扱ニハ恐入リ候。上言行ハレス、稟奏皆
徒労ニ属ス。（以下略）
さらに、別紙（年月日不明）には次の通り記述がある。
（前略）扨目今、菅原碩城本院輪番皈国中ニテ、哲ト学校教授ヲ兼ネ雇
入シ佐野即悟二人ノミ。在院其寂寞御推察ヲ奉煩候。客年恵書ヲ拝読
セシ依頼何歟貴意ニ契フヘキ妙案ヲ設度希望ハ致シタルモ、寒山件モ
吟翁ノ皈国ト其前後探索スル事実ト、寒山僧ノ面晤（是ハ哲カ人ヲ以
82）	常福寺蔵。
83）	当時、江南の寺院は太平天国の乱により荒廃していた。明治10年、上海別院に寄寓
していた内海吉堂は『名家歴訪録上篇』（黒田譲、明治32年）の中で、当時の寺院に
ついて次のように述べている。
	 何分支那は咸豊年間、長髪賊の乱後で、賊の足跡至らぬ隈なく、殊に彼は天主教
を奉じておつたものですから、支那にある道教の道観、仏寺の偶像などは、片つ
ぱしから毀壊したり焼たりして、仏像などはどんな深山幽谷にあるものでも免が
るものはなく、天然の巌壁に彫刻してある仏像は、悉く毀壊すといふことが出来
ぬから、頭だけでも缺くとか、何とかして完存するものは一つもない。……長髪
賊は十一年間も南京に都して、蘇州杭州など賊の囲中にありましたから、私の参
つた時でも、蘇杭両州の城郭内三分は、瓦礫堆をなして、極めて荒涼凄惨の光景
でした。
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テ呼来シ時）ノ模様ト内地建堂ノ実施後如何ト、現任領事高平小五郎
ノ意見トヲ参考斟酌シテ、容易ニ着手発言シ難キヲ以テ空ク一年ヲ経
過シ、為ニ貴方ヘ確実ノ返答ヲ呈スルヲ得サリシハ甚遺悔ノ至リ、貴
座ニ於テ爾後吟翁（※岸田吟香）ニ御通信モアリシヤ否。是亦杳無消
息ニ御座候。
○此度胡鉄梅ノ寄書モアリ、篤ト貴考ヲ願度一案ハ此上海ニ在ル現今
別院ノ規模ヲ以テ到底支那道台邑尊共ヲ招キ一場ノ茶話ヲ為スコトハ
難致ハ貴師ノ所知ナリ。
○又内地ニ布教スルモ、其場所ト其地方官ノ人民ニ障シナキヤ否ヲ考
査スルハ亦不容易ナル事、亦我師所知ナリ。幸ニ今年ハ支那皇太后五
十之賀期ニ当リ、各地道釈有名ノ人ハ参賀スルノ挙アル哉ニ伝聞ス（其
然ルト否ニ拘ラス）。胡氏ノ所説及ヒ沈善登杯ノ説ニモ、矢張リ国ノ親
王大臣ノ風ヲ吹シテ一大寺ヲ建設シテ、其大寺ヲ根拠トシテ支院ヲ各
処ニ設ル事ニ為シ、支那日本ノ仏教ヲ融会スルノ策ハ中外共ニ賛成不
惜トコロ也云々。哲回顧スルニ、八九年ノ久シキ山内ノ恩資ヲ費シ、
今後幾年ヲ逍テ更ニ何等ノ功ヲ奏スヘキヤ。到底期スヘキニ非ス。今
一時此大願ヲ発シテ一奮発シテ燕京ニ出テヽ親王大臣ニ募縁シ、国家
人民ノ心ヲ結合スルハ仏教ノ善且美ナルニ如カサルヲ説キ、敢テ日本
仏教ノ為ノミニ非ス、支那釈教ヲ振起シ、数万ノ僧侶ヨリ幾分ノ人ヲ
撰抜シテ同寺ニ住シメ、共々仏教ノ美ト支那仏教ノ長所ト相研磨スル
ノ方法ヲ設ケナバ、其始ヤ困難ノ事業茫無際涯様ナレトモ、左探右訪
スレハ決シテ当ルノ目的アルヤ□セリ。漸ク其北行ノ費ト其着手ノ方
法ヲ講スルノ心組ニ御座候（以下略）
　この書翰によると、当時太平天国の乱などで荒廃した古寺を再興して布
教を拡大することや、仏教の古蹟を巡礼するなどの計劃があった。具体的
には、かつて小栗栖香頂が提言した古寺の買収として、蘇州の寒山寺を買
収して復興する計劃であった。書翰のなかで松ヶ江は、蘇州・寒山寺の買
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収に際しては、現地の有力者・地方官吏の意見を聴く必要があり、彼らの
理解と協力を得られなければ実現不可能だと述べている。
　また別紙によると当時、内地建堂つまり清国内に寺院を建設する計劃が
あり、領事高平小五郎や岸田吟香と意見の交換が行われたが、結論が出る
には至らなかったようである。さらに、布教の理解と協力を得るため、道
台などの地方官吏を上海別院に招いて接待を行いたいが、現在の規模では
不可能なことを述べ、本年は皇太后50歳の記念すべき年なので、これを機
会に布教の根拠地となる寺院や清国各地にも支院を建設するべきであると
提言している。そのためには北京に行き、親王や大臣を説得する必要があ
り、そのための費用を工面するつもりであることなどが述べられている。
　明治10年代の上海別院では、清末文人が出入りして布教僧と漢詩文を介
した交流が行われていたことはすでに述べたが、これは単なる文化交流で
はなく、交流を通じて清国側と人間関係を構築し、布教活動を円滑に進め
ようという意図があったといえよう。しかし、この書翰からは、明治22年
の時点でもいまだ清国の政府高官や地方間とは人間関係を構築できておら
ず、その対応に苦慮している事実が明らかとなった。
　結果的には、心泉らの計劃は実現することはなかったが、清国内での布
教活動の意図は継続しており、明治30年代の布教再開により、彼らは再び
布教活動に携わることとなる。
第 3 章　布教僧と清末文人との交流
1 　上海別院と最初に関係をもった清人 
―仲介者としての馮耕三、中国語教師たち―
　布教僧の谷了然が作成した「入仏式報告書」84）によると、明治 9年（1876）
8 月20日、別院開院供養会入仏式に参加した清国側の人物は、儒者として
84）	『六十年史』（註 4に掲出）。
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孫靄人・銭子琴85）・商人として馮耕三、仏教では龍華寺から19人の僧侶の参
列があった。
　『在勤襍志』によれば、上海別院において明治10年（1877）から11年
（1878）にかけて、折に触れて清末文人たちを交えた歓送迎会（宴席）が開
かれ、席上、詩文を介した交流が行われている。明治10年（1877） 9 月21
日には、布教僧と文人のほかに、領事館から曾根俊虎と大倉雨村が集まっ
て場内の湖心亭で酒宴が行われた。
新北門南湖心亭小集会。客概略銭子琴・孫藹人・馮湘如・蔣文虎・馮
耕三以上土人、曾根陸
ママ
軍中尉・大倉氏・谷氏・加藤氏・早川氏・今川
氏・桐山氏与余也。酒巡数行、分字賦詩。余得三江賦一絶、如別記。
　ここに記されている清人たちが、上海別院の日本人布教僧と最初に関わ
った清人とみることができる。清国官僚たちの姿がなかったのは、前記の
通り、まだ彼等とは関係を構築できていなかったからであると思われる。
　これらの清人のうち、孫靄人は同年 7月19日、別院開院に先立って上海
領事館内に設置された中国語学校（江蘇教校の前身）の語学教師（南京語）
となった人物である。更に、 8月23日には中国語教師（上海語）として任
釣渓86）を傭ったが、翌年 8月 2日付で解雇され、7月23日には蔣文虎がそ
85）	常福寺には、光緒 4年に書かれた銭懌書「行書常福精舎」額を所蔵する（『金沢・常
福寺歴史資料図録』、以下『図録』）140頁、220）。『在勤襍志』中の記事に、「（ 8月
22日）初晤言銭子琴、該人者博学而善書且高行、異流俗之売字者流。」とあるほか、
「（明治10年10月 8 日）銭子琴先生揮曾所請之法書若干紙而来。筆勢有石凹風起之赴、
為之半夜抱膝愛玩不就寝。」とあり、銭子琴の書を入手して岳崎の喜んでいる様子が
記されている。また、明治11年（1878）3 月11日には、「午後散歩城内訪銭子琴」と
あり、銭子琴の家を訪ねている。
86）	任宗昉（生卒年不詳）、字釣渓、華亭の人、貢士。常福寺には光緒 6年 2月に書かれ
た「行書竹枝詞二十首」（『図録』（註85に掲出）、144頁、229）、上海別院輪番・渡辺
蘭谷『遠明堂詩鈔』に収録する序文に「光緒五年歳次己卯□正月人日華亭釣渓弟任
宗昉序於春江客舎」とあり、別院の上海語教師を解雇された後も布教僧とは交流を
持っていた。
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の後任となっている。
　馮耕三は、明治 8年（1875）11月より東京の通旅籠町高木五郎兵衛宅に
住込んで製筆伝習に従事し87）、上海に戻って筆墨商を営んでいた人物であ
る。『在勤襍志』明治10年（1877）8 月15日の条には次のようにあって、既
に数度にわたる日本への渡航経験があり、東京だけでなく、京都にも滞在
した経験があった。
午前同谷・藤二氏過馮耕三居、主人者筆墨商業。時々航于本朝至西京、
故能通国音。
　馮耕三のことは、長尾無墨『滬遊雑詩』にも見え、その「馮耕三見訪喜
而賦」詩によれば、馮は無墨と小野湖山に東京で会っていたことが知られ
る。
　恐らく東本願寺の僧侶とは日本滞在時に、本山（京都）あるいは浅草本
願寺（東京）あたりで、すでに面識を持っていたことが想定される。これ
らの状況から判断して、馮耕三は布教僧が上海渡航以前に面識を持ってい
た清人であり、渡航後、最初に頼った清人であった可能性が高い。
　馮耕三は『在勤襍志』にしばしば登場し、頻繁に別院に出入りしている。
別院と関係を持った清人たちのなかにあって、馮耕三がどのような役割を
果たしていたかを資料から追求していくと、例えば次のような記事が見出
せる。
○同谷・藤・早海諸氏招飲于馮耕三之宅。88）
87）	『築地居留地』附表Ａ「明治四年至明治九年末居留地外住外人表」（『都史紀要』第
4、東京都、昭和32年）には、「（期限）明治八年十一月より、（姓名）馮畊
ママ
三、（職
業）製筆伝習、（住所）通旅籠町、（雇主）通旅籠町一　高木五郎兵衛」とある。
88）	『在勤襍志』、明治10年 8 月19日。
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○洋壱弗付耕三（蓋衛氏潤筆也）。89）
○陳鴻誥（旧清朝官人）万世清（書家）耕三伴来。90）
○伴馮耕三訪王冶梅寓居併贈拙作詩序・霊亀香壱包。91）
○銭子琴・馮耕三先導伴毛対山老人来。92）
　布教僧たちは希望する文人の書画を注文するために馮の家を訪ねたり、
あるいは馮の案内によって文人の家を訪ねるなどしている。馮の東道によ
り、陳味梅・毛対山等上海の文人たちが別院に来ており、布教僧と文人た
ちの交流の仲介役を担っていたと考えられる。布教僧に中国語教師の孫靄
人や任釣渓を紹介したり、開院式に来日経験のある銭子琴が参列したのも
馮耕三が呼びかけによるものと考えられる。
　とくに岳崎は、馮耕三から頻繁に文具や海上派文人の書画を購入してお
り、帰国に際しては自分の室号「自笑観」の文字が入った用箋を馮耕三に
注文している93）。
　明治16年（1883）の別院移転に際して、馮耕三はその保証人になってお
り94）、別院とは緊密な関係が続いていた。のちに岡千仭（明治17年）や日下
部鳴鶴（明治24年）の渡清の際にもその周遊に同行しており、明治期を通
じて日本の文人たちと交流の深い人物である。
　明治11年（1878） 5 月22日には、帰国する岳崎のために送別会が開かれ
ている。馮耕三のほかに、語学教師であった蔣文虎や孫藹人や、王冶梅・
銭子琴らとの交流が頻繁である。
89）	『在勤襍志』、明治10年10月12日。
90）	『在勤襍志』、明治10年10月23日。
91）	『在勤襍志』、明治10年11月11日。
92）	『在勤襍志』、明治11年 3 月17日。
93）	自笑人用毫之銘筆五拾枝自笑観三字載刻之、十行紅単紙一千一百張刷得来。（明治11
年 5 月10日）
	 刻自笑観三字十行界紙板并朱浩着色盆栽画幅馮耕三携到。（同年 5月16日）
94）	『六十年史』（註 4に掲出）。
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午後五時鐘邀同寓諸友曁結交在滬之清人於滬城外第四馬路聚豊園置
酒、来会賓位王寅字冶梅金陵人（当時画業大名家）、銭懌字子琴呉中人
（儒士善書）、蔣伯威字文虎（上海県□
マ マ
□之人、当時別院語学教師）、孫
士希字藹人金陵白門人（上海県史官）、馮鋆字耕三上海滬城人（商家、
筆墨業）、蓋藹人君臨時因不例不得来会見贈送別詩四章且付手簡慇懃
告謝。本朝賓位松本白華（別院輪番）、加藤法城（教師）、北方蒙（承
事）、今川拾翠（教授方）、清川香雲・龍湖霊鳳（以上四級生）、崖辺
巌・望月全祐・本多澄雲・北畠兼祐・瀧義存（以上六級生）、本間実・
白尾一也・多賀令住（以上級外生）、藤本見瑞過日来臥病故不与焉、平
沢某及余都合二十名也。各贐送別詩草見承賜、就中治梅君為兆倚石聴
流図詩画見恵投、且酔後復有詩数章拝雲毫見贈。満屋為拍膝呼快各竭
酔而上帰途。
このほかに、明治10年（1877）11月30日には谷了然の送別会が行われてい
る。
谷了然還日本今宵開粗莚于滬城老北門外鴻運楼。集合各士王冶梅・蔣
文虎・（※馮）耕三・曾根陸
ママ
軍大尉及余輩数名也。珍羞如山酒瓶如泉。
谷氏作留別詩一章見示衆王冶梅即和之（詩欠記）、余亦次提筆和之詩
曰、各位送君詩作叢、休娯走句軽怱、桮盤狼藉今宵興、総在先
シーサンチンチツ
生請吃
中。満座為拍手哭。
　かくして、別院と関わりを持つ上海の文人たちは、漸増していくが、そ
の最初の仲介者として、馮耕三という人物があったことを確認しておきた
い。
2 　上海文人・杭州たちの交流
　白華・心泉ら布教僧が上海で交流した文人たちは、一般的に「海上派」
明治期における東本願寺の清国布教について（川邉）
199
または「海派」と呼ばれる集団と重なる部分が大きい。味岡義人「海上派、
そして日本との関り」95）によると、海上派とは、明代の浙派や呉派といった
画派のように、ある種共通の絵画技法を共有するものではなく、上海で何
らかの創作活動をしたことのある画家たちの総称と定義している。そして
特色として海上派の書画家の殆どが売画・売書を行って生活しており、買
い手の多くは一般庶民であり、そこから成り上がった者だったので、求め
られたのは高邁な山水ではなく、わかりやすい書画であることが肝要であ
ったとされる。
　当時活躍した海上派文人として、『滬游雑記』巻三「書画名家」では、文
人35名の氏名と得意分野を挙げている。なお、○印は松本白華旧蔵本（白
華文庫蔵）に附された印であり、白華が実際に交流をもった人物であると
考えられるものは18名にのぼる。なお、傍線は北方心泉・岳崎正鈍資料に
見える文人名であり、これらも含めると布教僧と交流があったと思われる
文人は合計で21名となる。
○銭塘　呉淦　字鞠潭　楷行書。
　上虞　徐三庚　字辛穀　隷篆書兼鉄筆。
○湖州　湯経常　字壎伯　行書。
　蘇州　莫瑞清　字直夫　楷書。
　呉江　褚世鏞　字平巌　行書。
　上海　蔣節　字幼節　行書兼鉄筆。
○嘉興　金爾珍　字吉石　楷書。
　金陵　陳還　字還之　行書兼鉄筆。
○常熟　衛鋳　字鋳生　行書兼鉄筆。
○嘉興　張熊　字子祥　花卉翎毛山水。
○盛沢　王礼　字秋言　花卉翎毛山水。
　華亭　胡遠　字公寿　山水花卉。
95）	大阪市立美術館・渋谷区立松濤美術館『上海―近代の美術―』（平成19年）。
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　嘉興　朱偁　字夢廬　花卉翎毛。
○紹興　任頤　字柏年　人物花卉毛草虫。
○嘉興　楊伯潤　字盃佩甫　山水。
○金陵　鄧啓昌　字鉄仙　花卉翎毛士女。
○蘇州　唐禄　字芸閣　花卉翎毛。
　揚州　陳若木　字崇光　山水。
　揚州　高棨　字芸生　花卉翎毛。
○甯波　舒浩　字萍橋　人物花卉翎毛。
○紹興　謝岷　字采山　士女人物。
　蘇州　尹銓　字小霞　士女兼写真。
○金陵　章鐘　字銘甫　山水兼篆書。
○上海　銭慧安　字吉生　工筆人物。
　鎮江　趙遂禾　字嘉生　山水花鳥。
　蘇州　羊毓金　字庚生　花卉人物。
○安徽　胡璋　字鉄梅　山水花鳥。
　嘉定　李　字仙根　写真。
　金陵　孫棤　字子書　花卉禽獣草虫。
　金陵　張寳生　字善天　花卉翎毛。
　銭鴻鳴　字梅生　花鳥。
　山東　張守彝　字星緑　山水。
○石門　金字松泉　士女人物。
○蘇州　王荃　字友棠　花鳥。
○金陵　王寅　字冶梅　山水人物花鳥。
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また、心泉が上海滞在当時、別院には大倉雨村96）・内海吉堂・吉嗣拝山97）・
巨勢小石98）・諫山麗吉99）・鳩居堂安兵衛・塩川一堂100）・長阪雲在101）・圓山大迂
などの日本人画家が出入りしているほか、北條鷗所・村田香谷102）・長尾無
墨103）なども上海に渡航している。
96）	大倉謹吾（1845～1899）。医師・大倉良菴の子として越後に生まれた。名は行、字は
顧言、通称は謹吾、雨村または鉄農半仙と号した。明治 5年（1872、一説に明治 8・
1872年）に上海領事館に赴任し、明治19年（1886） 5 月に帰国、23年（1890）に退
官した。心泉宛の岸田吟香書翰（明治19年 7 月 7 日、常福寺蔵）には「大倉雨村画
伯者帰朝致候。胡公寿・張子祥者死矣。曲園翁者無事也。」とある。
97）	吉嗣拝山。弘化 3年（1846）太宰府生、幼名は寛一、通称は達太郎、名を達、字を
士辞、拝山と号す。室名は古香書屋。元治元年（1864）咸宜園に入門、慶応 3 年
（1867）、中西耕石に入門、明治 2年（1869）大蔵省勤務。明治 4年（1871）、太政官
国史編輯局に勤務していた。同年、災害により右腕を失う。明治11年（1878） 2 月
から 6月にかけて清国に滞在しており、『骨筆題詠』には、当時交流した海上派の漢
詩文のほか、白華の詩や心泉の序文が掲載されている。『在勤襍志』に、日中双方の
文人から顰蹙を買っている「山猿」なる人物が別院にいるが、拝山のことを指すと
思われる。
98）	巨勢小石（1843～1919）について、『在勤襍志』に、上海別院に出入りしている記述
がある。
	 （明治11年 3 月10日）本日因無本邦人参詣無説教。西京鳩居堂安兵衛・画工小石
至。
99）	諫山麗吉（1851～1906）。号は扇城、豊前中津の人。心泉と同じく真宗僧である平野
五岳の肖像を描いているほか、上海では心泉や彼の父母（致風・爾爾）の肖像を描
いている（『図録』（註85に掲出）89頁・141「諫山麗吉　鉛筆画　心泉肖像画」（明
治15・1882年）、90頁・142「諫山麗吉　彩色　致風・爾爾夫妻肖像画」（明治15・16
年））。岡鹿門『観光紀游』によると、明治17年（1884）当時は香港に滞在している。
100）	塩川文鵬（一堂は別号）のこと。塩川文麟の子。「上海ノ岸田吟香翁ヨリ柳北ヘ贈リ
シ書簡（去月三十日発）」（『朝野新聞』、明治13年 4 月13日）に、「（前略）一月中ヨ
リ西京ノ塩川文麟ノ子、一堂ト伊勢ノ画人、雲在トガ楊州・常州ヲ遊ヒ廻ハリ、蘇
州ヨリ杭州ニ赴キ、西湖ノ孤山寺ニ廿日ノ餘足ヲ止メ、西湖ノ真景ヲ大小数幅写シ
取リ、四五日前上海ニ帰リ候。（以下略）」とある。
101）	伊勢出身の画家、長阪雲在のこと。心泉の詩稿には、「次塩一堂韻三畳」、「到諏訪山
自在庵、一堂先寓此」、「題一堂画松　癸未十二月」、「過山下古城城趾」、「癸未九月
十六日、同一堂雲在秋園諸子賞月於雪月庵、分韻」などと題した漢詩があり、彼と
の交流の蹟がうかがえる。
102）	陳曼寿『日本同人詩選』巻二（明治 9 年）に、「丙子十月余航海游清国与大原子亨
（※名は里賢、陸軍軍人）登黄鶴楼作」があり、明治 9年に渡清している。
103）	彼の上海滞在記として『滬遊雑詩』（木村徳太郎、明治14年）があり、この他に『張
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　『在勤襍志』（明治11年 3 月29日）には、白華や心泉が日本人書画家と宴
会をしている様子が述べられている。
従午後五時会飲於鴻運楼、蓋賀大山雪格入院与送早川純嘏（※医師）
還日本両件一挙媒飲、巨勢小石（※鳩居堂）・吉堂（※内海）・鳩居堂
安兵衛・田代屋・輪番（※松本白華）・余・北蒙（※北方心泉）・白尾
義天也。此会也純日本人無有支那人、航海来不図得愉快与入酔郷。
　以上の例から、上海別院が布教僧や清末文人のほか、上海在留の日本人
書画家達たちが集う場として機能していたことが知られる。
　以上、上海で心泉が交流を持った文人について述べたが、明治初期に上
海に滞在した岸田吟香や内海吉堂らの上海文人（海上派）に対する評価は、
全体として見た場合、決してかんばしいものではなかった。明治13年
（1880）、上海に楽善堂支店を開設した岸田吟香は、当時上海で活躍してい
た上記の文人たちに対して以下のように述べている。
（前略）処々ノ書画文人ヲ尋子候処、随分学者先生モ有之候得共、皆経
学者ニテ歴史ヲ能ク読ミタル人ハ稀ナリ。其経学ト申スモ修身上ノ志
ヨリ出タルニハ無ク、皆出身ノ為メニ致候学問ニテ、八股文ノ種ニ諳
誦致居候者多シ。詩ハ可ナリニ出来候者モ有之、書ハ下手多シ画モ亦
下手多シ。医者ハ誠ニ無学ニテ、殊ニ杜撰ナル者計リナリ。僧侶ハ全
ク乞食ノ仲間ニ御座候。更ニ文学ヲ解シ候者無之（以下略）104）
（前略）上海ハ至俗ノ地ニテ、文学ノ士ハ一向ニ無御座候（中略）然ル
ニ、書画ハ潤筆ヲ貪ルガ為メニ糸茶富商ノ雲集スル上海ニ無之テハ不
子祥胡公寿両先生画譜』（高木和助、同）などがある。
104）	「岸田吟香翁上海ヨリ甕江先生ニ贈ル書簡ノ抄録」（『朝野新聞』、明治13年 3 月 9 日）
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都合ト相見エ、追々各省ヨリ筆硯ヲ携テ呉淞江ニ来集スル景況ニ御座
候。張子祥・楊伯潤等ノ書画ハ昼夜筆管ヲ握リ詰ニテ、実ニ流行紺屋
ノ形置キヨリモ忙敷様子ニ御座候。日本ニテ評判スル胡公寿ハ支那ニ
テハ格別ニ誉メ不申、只々一通リノ書家ニ御座候。元来、日本人ハ真
ニ目ナク耳ヲ以テ目トスル方ニ御座候故、誰カ一、二人公寿ガ画ヲ持
帰リ自慢致シ候ヨリ遂ニ胡ヲ以テ第一等ニ置キ候者ト相見エ申候、実
ハ張子祥ヨリ下ル事数等ニ御座候。第二ハ楊伯潤、第三ガ胡公寿、其
餘ハ胡鉄梅ヲ以テ頭トシ、朱夢廬輩ノ如キ数人ハ皆伯仲ノ間ニテ、王
冶梅ハ下等ニ可有之カト存候（以下略）105）
（前略）上海ハ俗地ニテ、更ニ風雅ノ遊ビ等ハ無御座、日本ニテ文人ト
唱ヘ候書画家ハ全ク当地ニテハ職人同様ノ者ニテ、書画ヲ頼ミ候ヘバ、
紙或ハ絹ノ幅ヲ争ヒ物尺ヲ持出シ、山水ニテ代洋銀何程、花卉ニテ何
程、鳥ヲ一羽ニテ何程、二羽ニテ十銭高ナト申ス事ニ御座候。頼ム人
モ先生ヲ以テ遇セズ（伹シ先生トハ猶日本ニテ先生ト云フガ如シ）実
ニ風韻モ無之事ニ御座候。宜ナル哉、其画ノ俗々トシテ嘔吐ス可キヤ。
扠無用ノ事計リ綴リ申候。草々頓首。106）
また、内海吉堂は回顧の中で以下のように述べて、上海文人と杭州文人と
の違いを述べている107）。
上海は商業上の大市で、俗地でありますから、こゝには売書画家、即
ち書画で喰てゆくものが多く集まつて、其画も大抵濃彩の花鳥です。
杭州抔では、また学者で、餘事に画を描くといふようなものが多く、
105）	「上海岸田吟香翁ヨリ淡々社（即旧一円吟社）諸君ニ寄セシ書牘」（同、明治13年 5
月19日）
106）	「吟香翁書牘ノ続」（同、明治13年 5 月23日）。
107）	黒田譲『名家歴訪録上篇』（明治32年）。
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随分風致の高尚な山水画も見ることがあります。こゝでは仇英、戴文
進などといふ所謂ゑかき家の画は擯斥して、胸中に面白き気象のある
唐伯虎、文待詔等などの画を尊びます。
　心泉は明治14年（1881）に、布教所を設置する準備のために、初めて杭
州を訪れている。その際に大儒兪樾を訪れ、この時は不在のため兪樾に会
うことが出来なかったが、著名な文人を含む多くの人たちと交流を持ち、
紀行文や漢詩を残した。
　心泉は「杭游紀行抄略」108）の中で、「杭人風俗」として上海・寧波と比較
しつつその人情風俗を批評し、交流した文人の名前を列挙しつつ、杭州に
ついて以下のように述べている。
（前略）余五月六日上海ヲ発シ、十二日ヲ以テ杭ニ入リ、居ルコト僅ニ
十有八日、其間杭人ト交ルモノ数十百人、中ニ就テ尤モ優待ヲ受ルモ
ノ法相寺醒機、聖因寺雪舟、朱嗣甫、呉子嘉、戴用柏、王啓孫、徐起
菴、王蘭生、趙哲士、張少峰、楊敬斎、王語渓ノ諸人トス。或ハ自家
ニ延キテ饗応シ、或ハ画船ヲ湖上ニ泛ベテ宴ヲ張ル、其ノ人ヲ遇スル
ノ厚キ、渡航已来未ダ曾テ有ラザル所、以テ人情ノ詢厚ト風俗ノ詢美
トヲ徴スルニ足ルモノアリ。其他、店頭ニ就テ物ヲ買ヒ、渡口ニ到リ
テ舟ヲ呼ブニ、猥リニ外人ヲ以テ価ヲ二ニスルコトナシ。亦以テ廉直
ノ一班ヲミルベシ。実ニ上海寧波等ノ浮薄人情ト狡猾風俗トニ比較ス
レバ、雲泥啻ナラズト云フベキノミ。他日、此地ニ於テ我ガ教ヲ弘通
セバ、其進歩ノ速カナル豫メ期シ得ベキナリ。
　杭州の風俗と杭州文人を論じて、先に引いた岸田・内海の評価とほぼ同
じ趣旨であることがわかる。
108）	常福寺蔵。
明治期における東本願寺の清国布教について（川邉）
205
　当時、杭州語を習得するために杭州に留学していた真宗僧の松ヶ江賢哲
は、杭州滞在中の心泉について、以下のような回顧を残している109）。
北方蒙は豪傑で、酒がいくらもいけて、肚が大きく突き出し、坐りな
がら臍の上に酒盃を乗せることが出来た。又た書が巧みで、杭州へや
つて来たときも、支那人から依頼を受けて百何十枚か書いてやつたこ
とがある。支那人はそれを表装して掛けてゐたから、感心してゐたや
うである。
　杭州において心泉の書を求める者が多く、現地でその書が評価されたと
いうのである。
　心泉の杭州における文人交流が、一定の水準のものであったことは、次
に述べる兪樾撰『東瀛詩選』に収録された心泉の詩が、すべて杭州滞在中
の作であることからも、その一端を伺うことができる。その心泉の杭州滞
在中の詩作に対しては、明治17年（1884）に岡千仭が杭州を訪れた際、心
泉と交流のあった徐嗣元が、次のように述べている。
（明治17年 8 月 8 日）徐嗣元来見。曰与内海吉堂僧心泉熟知。心泉本願
寺僧。三年前游此。曲園先生賞其西湖詩。録于詩選中。（『観光紀游』
巻三「蘇杭日記」巻下）
　その後、村瀬藍水や小山松渓など、日本の文人が杭州を訪れる機会は増
加していくが、心泉等の杭州行はそれに先立つ早い時期のものであり、そ
の詩書画を通した交流は杭州の文人たちからも心泉の詩書に関する技量に
対して一定の評価を得た、充実した内容であったと言うことができる。
109）	『六十年史』（註 4に掲出）。
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3 　心泉の北派書風の受容と『東瀛詩選』の編纂
　心泉は上海・杭州の文人たちと交流するなかで北碑派の書風に触れ、特
定の師に師事することなく独力で書学を学び始めた。
　帰国後、三宅真軒の助言のもとに、従来、日本で行われてきた書学とは
違った、中国式の書学を本格的に学び始めた。それには、単に用筆のよう
な技術だけではなく、漢字に関する基本的な知識から習得しなければなら
ない。心泉の友人、三宅真軒はのちに四高や広島高師教授となるが、早く
から清朝考証学に傾斜していた人物で、明治18年（1885）には東京で、当
時東京大学教授であった重野安繹や島田重礼に接して更に見聞を深めてい
た。当時は日本国内において漢籍の輸入販売が杜絶し、漢籍購入の困難な
時期であったが、真軒の助言をもとに心泉は岸田吟香・楽善堂や圓山大迂・
惇一親子らを通じて上海から小学・金石類の漢籍を直接購入した。当時、
このような書学をなし得た日本人は、極めて限られていたと考えられる。
明治13年（1880）来日した楊守敬によって大量の碑拓本が日本にもたらさ
れ、これが日本人が北碑派の書風を知る大きな契機となったことは、よく
知られている通りである。心泉はそれと併行する時期に、書を学ぶためで
なくあくまで布教のための手段として本場で現地文人との交流し、北碑派
の書風を自然なかたちで身につけた。
　また、心泉の帰国とほぼ同時期に、圓山大迂や秋山碧城によって徐三庚
の書風が国内にもたらされ、一部の人々に注目され出した頃である。心泉
は徐三庚の書を特に意識的に学んだわけではなかったが、当時の上海のモ
ードとしてそれを摂取していた。心泉の内国博覧会入賞は、無名の人物が
すでに本場中国の最新の書風を習得していることを世間に知らしめる絶好
の機会となったのである。
　心泉と日下部鳴鶴を比べると、北碑派書風の導入を通して日本書道の近
代化をはかった点で共通点を持ちつつも、鳴鶴が芸術と教育の両面から書
道の近代化に苦心し書壇を形成したのに対して、心泉は自分の書派を形成
せず書壇にとらわれず、書に対して終始自由な立場にあった。物事に拘泥
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しない性格とがあいまって、心泉独自の書風を確立したといえる。
　また、兪樾との交流を結んだことが『東瀛詩選』の編纂へと繋がった。
兪樾撰『東瀛詩選』（四十巻補遺四巻）は、岸田吟香の発案により兪樾が
537人・のべ5319首という厖大な量の日本漢詩を収録した漢詩集110）である。
その編輯がいかにしてなされたかは、興味深い問題である。心泉の自坊で
ある常福寺には『東瀛詩選』編纂に関する資料として兪樾が心泉に宛てた
尺牘などが残されており、心泉が編纂に関わったことが知られる。『東瀛詩
選』には、広瀬旭荘をはじめとして、咸宜園関係者の漢詩などが比較的多
く採られているのが特徴であり、恐らく編纂に際しては心泉・白華らの関
与があったと推測される111）。
第 4 章　明治後期の清国布教再開について
1 　清国布教の再開
　東西本願寺の海外布教にとって、日清戦争は一つの転換点であった。
　開戦後、東西本願寺をはじめとする仏教各宗派は、従軍布教使を部隊な
どに派遣し、軍人への説教や戦死者の葬礼などに従事させた。
　注目するべき点として、台湾攻略の部隊に附随していた東西本願寺の従
軍布教僧たちが、澎湖島および台湾本島上陸後、まもなく現地布教へと活
動を転じている。つまり、初期の台湾布教は日本軍の保護下のもとで行わ
れたものであり、従来の布教活動とは大きく異なる。以後、東西本願寺の
布教活動は政府や軍部の支援と保護下に行われることとなった。
　明治29年（1896）12月、清沢満之ら白川党運動によって渥美契縁が執事
を辞任し、海外布教に積極的であった石川舜台が上席参務に就任した。こ
れにより、東本願寺の清国布教は本格的に再開される。本山内に「清国開
110）	高島要『東瀛詩選本文と総索引』（勉誠出版、平成19年）。
111）	『東瀛詩選』編纂過程の考察については、拙稿「幕末明治期の咸宜園と真宗僧」（淡
窓研究会『淡窓研究会会報』第 4号、平成21年12月）を参照されたい。
文化交渉による変容の諸相
208
教総部」が設置され、明治31年（1898） 9 月には本山から慧日院（大谷勝
信）・能浄院（大谷瑩誠）両連枝が清国に派遣され、上海・杭州・厦門・台
北など各地を視察した。
　日清戦争後、明治29年（1896） 7 月新たに締結された日清通商航海条約
では、開港地において日本の寺院・墓地を設置することは認められたもの
の、清国内における布教権に関する条項は盛り込まれず、布教権が明確に
認められたわけではなかったが、当時の良好な日中関係もあり清国政府お
よび各地方政府からは黙認される形態がとられ、各地に布教所や学堂など
が設置されたのであった。
　明治31年（1898） 7 月に厦門に布教所が設置されたのを皮切りに、11月
には杭州および蘇州、翌32年（1899） 1 月には南京・漳州および泉州にも
設置された。
　学堂は明治31年（1898）11月に杭州に杭州日文学堂が、翌32年（1899）
1 月には南京に金陵東文学堂が、 5月には蘇州日文学堂が設置された。ま
た、同年台中に彰化学堂が設置されたが、明治34年（1901）に泉州へ移転
した。これらの学校は主に中流家庭以上の子弟を対象に、日本語教育や中
学程度の教育を行うものであった。
　現地の寺院の買収などによる東西両本願寺への帰属も進められた。当時、
康有為の新政運動によって寺廟を整理して学堂する動きや、この動きに乗
じて地方官が寺廟や田を没収し、僧侶を追放するなどの事件が相次いでい
た。これらの処分から逃れるため、各地の寺院は東西両本願寺に帰属する
動きがみられた。あわせて各地に分教場も設置されていった。
　このように東本願寺が清国で主に活動を行った地域は江南と福建省であ
った。江南（南京・蘇州・杭州）は明治初期から東本願寺が布教を計劃し
ていた場所であり、福建省は日清戦争後に日本と清国の間で不割譲条約が
結ばれ、日本の勢力を伸暢しようとしていた地域であり、東本願寺の行動
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はこれに呼応したものであった112）。
　このほか、チベット探検のため能海寛や寺本婉雅が派遣されたが、彼ら
は門主・現如（大谷光瑩）のダライ・ラマ十三世宛親書を持参しており、
単なる探検ではなくチベット側と接触する意図があった。
　一方、西本願寺は先述の通り、日清戦争（明治27・1894年）に際して他
宗とともに従軍布教を開始し、翌28年（1895）には派遣された従軍布教使
によって、占領されたばかりの台湾に布教を行っただけでなく、同年に清
国および朝鮮での布教を想定して清韓語学研究所を設立した。明治32年
（1899）には厦門に布教所を設置し、翌年に非公式ではあるが香港で布教を
開始した（正式には明治40年開始）。日露戦争に際しては大連に関東別院
（明治37・1904）が設置され、明治38年（1905）に奉天別院・北京別院が設
置され、上海および漢口に別院が設置されるのは翌明治39年（1906）であ
る。このほか、明治35年（1902）から大正 3年（1914）にかけて、三次に
亘る大谷探検隊を主に西域に派遣している。このように西本願寺は日清戦
争後、海外での布教をはじめとする活動を急速に展開していった113）。
2 　心泉の再渡清
　次に、当時の心泉と彼が堂長をつとめた金陵東文学堂について見ていき
たい。
　明治31年（1898）、心泉は再び谷了然とともに、日本人留学僧を引率して
渡清し、南京の金陵東文学堂の堂長となった。「金陵東文学堂概況」（防衛
研究所蔵）114）には、心泉等の行動が記されている。
112）	この時期、福建省には東西本願寺の学堂のほか、台湾総督府の援助により、明治31
年（1898） 9 月に福州東文学堂が、翌32年（1899） 2 月に厦門に東亜書院が設立さ
れている。
113）	小島勝・木場明志『アジアの開教と教育』（註 6に掲出）などを参照した。
114）	執筆者不明。版心に「参謀本部用箋」と入った11行の用箋に毛筆で書かれている。
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明治三十一年十一月十八日、上海別院ニ於テ谷開教事務局長ヨリ、南
京開教ヲ命セラレタル一行、北方蒙・藤分見慶・長谷川信了・岩崎董・
一柳智成ノ五名ハ未開港地タル南京在留ノコトナレハ、護照下附ヲ上
海道台ニ申請ノ為メ二日ヲ費シ、西蔵探険ヲ命セラレタル能海寛ノ漢
口ニ向フト共ニ、同月二十一日午后九時、大坂
ママ
輪船公司ノ長江航路ニ
用ユル天龍川丸ニ乗込ミ、翌廿二日午前二時、美租界ノ日本郵船会社
埠頭ヲ解纜シテ、黄浦江ヲ下リ崇明島ヲ右ニシテ揚子江身ニ入リ、針
路ヲ左転シテ長江ヲ遡ルコト二十四時半。此間ノ坤象□偉渾宏之ヲ□
ニスル能ハサルヲ恨ムノミ。而シテ能海寛ト袂ヲ分チ、南京埠頭ニ上
リシハ、江風凜烈黒暗怚タル廿三日ノ午前二時半ナリキ。金陵ノ城門
ハ防備殊ニ厳粛ニシテ、東白鶏鳴ニ至ラサレハ行客ヲ通セスト云ヘハ、
下関ナル大阪輪船公司ノ代理店ニ暁明ヲ待チ、東洋車ニ乗シテ儀鳳門
ヨリ廓内ニ入リ、枯楊蕭条トシテ朝霧深キ馬路ヲ行クコト十清里、水
西門内坊口大街銅乍坊ノ旺源容桟ニ投セリ。客桟ノ異景絶テ意想ノ外
ニ出ツ。而モ是レ金陵第一流ノ旅館ナリトゾ。桟ニ在ルコト十二日ニ
シテ、城内北首浮橋馬路西入一枝園ノ新借家ニ移ル。屋ニ大堂一、客
庁二、室十、厨房一、薪部屋一、浴室一ヲ有シテ、棟ハ四進大小二双
ノ両廂ニ分ル。屋裏ハ即チ楊呉城壕ト称シテ秦淮ニ通スル河溝アリ、
対岸ハ洪武街トス（以下略）
つづけて本資料は清国当局の査証を鈔写し、学堂開設の準備状況について
述べ、「金陵東文学堂招収学生啓」（末尾に「日本本願寺東文学堂　僧蒙（※
北方心泉）謹啓」とあり）・「金陵東文学堂章程」を添附し、続けて学堂の
時間割について述べているほか、本文からはキリスト教学校に対する対抗
心が見てとれ、金陵東文学堂を中学程度の学校から将来的には大学への昇
格を考えていたほか、学校教育の中にも宗教色も徐々に出していこうとす
る意図を伺うことが出来る。
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然レトモ城内居住ノ子弟ニシテ、去ル十二月中旬学堂開設ノ告啓ヲ公
示セサル前ニ当リ、入堂ヲ願出タル十餘名ノモノハ歳末休業ヲ要セス
シテ一日モ早ク就学シタキ旨申出タレハ□ハ一月上旬ヨリ別科トシテ
教習ヲ始ムルコトヽセリ。ソノ外、官吏・軍人・商人等ノ昼間業務ノ
為ニ来堂シ得ラレサル者ニシテ夜間教授ヲ申請スルモノアレトモ、既
ニ午前ニハ普通科アリ、午後ニハ専修科アル上ナレハ之ヲ如何スヘキ
ヤト、目下審議中ニ属セリ。
　之ヲ要スルニ南京ノ開教ハソノ行程頗ル有望ニシテ、事実ハ四面歓
呼ノ中ヲ直進スル概アリ。聞クカ如クンハ、在南京基督教徒ノ設立ニ
カヽル匯文書院（神学校的ニシテソノ程度ハ日本ノ尋常中学ニ同シ。
而カモ自ラ号シテ南京大学	Nanking	University	ト云フ）、華英学堂ノ
如キハ、吾カ金陵東文学堂ノ創設ヲ聞キ大ニ恐惶ヲ起シ頗ル警戒ヲ加
フト云フ。若シ此勢ニテ進マンニハ、今ノ金陵東文学堂ヲシテ日本ノ
高等中学程度ニ至ラシムルハ蓋シ両三年ヲ出テサルヘク、名実相具ハ
ル真宗南清大学（しんせくと、さうすちやいな、ゆにばーしちー）ヲ
起サントハ指ヲ屈シテ待ツヘシ。《第一回報告完了》
　当時の心泉の日記（明治32・1899年）115）には、学堂開設に奔走する当時
の心泉の様子がうかがえる。南京では地元の有力者である金陵刻経処の楊
仁山・南洋大臣の劉坤一や、上海領事の小田切万寿之助などと聯絡を頻繁
に取っているほか、東京に出向いて東亜同文会会長の近衛篤麿や、副会長
の長岡護美らを訊ねて会談している。さらに、清国人留学生を日本に送り
出したり、清国の軍人から教育のため日本軍人の派遣を依頼されるなど、
心泉が上海別院に勤務していた頃とは大きな変化が見られ、当時の良好な
日中関係を背景に、日中双方からの支援を得たと見られる。
　このように、心泉が明治10年代に交流を持った清人は主に文人であった
115）	常福寺蔵。
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のに対し、この当時心泉が交流を持ったのは日清両国の政府関係者や軍人
たちであった。
　当時、清国から帰国した心泉が書いた日下部鳴鶴宛書翰（明治33・1900
年 3 月14日）116）には、以下のような記述がある。
迂衲ハ本年ハ広東ニ一学堂ヲ起サントノ計アレトモ、于今要領ヲ得ス
候。マタ寂ヲ示スニハチト早キ故、何ニカヤリタキ心算ニ御座候。春
暖ノ頃ハ西遊ハ無之候也。何卒シテ今晤セント擬シ居候。
当時、南京に引続き広東省に東本願寺の学堂を創立する計劃があり、心泉
としては積極的に関与する意図があった。しかし心泉は体調不良のため、
本人の意志や本山の要請にもかかわらず渡清できず、海外布教を推進して
いた石川舜台に反対する勢力の擡頭により僧籍も剥奪され、本山から追放
されることとなる。明治37年（1904）発病後、本山からは僧籍恢復の通知
をうけたが、もはや体の自由はきかず二度と渡清することはなかった。
3 　現地民との衝突・摩擦の発生と布教の中止
　清国人を対象に再開された布教活動だが、間もなく清国各地で清国当局
および現地民との摩擦や衝突が発生した。
　東本願寺が布教を再開した明治31年（1898）12月頃から34年（1901）末
にかけて小栗栖香頂と楊仁山との間で、真宗の教義を巡って論争が行われ
たが、香頂の死去によって終了した117）。
　また、明治32年（1899） 5 月には福建省恵安でキリスト教徒による排撃
文が貼り出され、本願寺の布教は布教権がなく無効であることなどが挙げ
116）	筆者蔵。
117）	この一連の経緯と内容については、陳継東『清末仏教の研究―楊文会を中心として
―』（註51に掲出）・中村薫『日中浄土教論争：小栗栖香頂『念佛圓通』と楊仁山』
（法蔵館、平成21年）によって詳述される。
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られた。
　当時の東本願寺と日本政府の関係を示す一例として、厦門事件（あるい
は厦門事変）が挙げられる。明治34年（1900）、北清で発生した義和団事件
の混乱に乗じて、福建省を勢力圏内に入れたい日本が、海軍陸戦隊を上陸
させて厦門を一時的に占領した事件である。この事件の発端は明治33年
（1900）8 月24日、東本願寺厦門布教所が何者かによって放火され、邦人保
護のために日本海軍陸戦隊が厦門に上陸したというものであったが、佐藤
三郎118）・故谷美子119）らによって、当時代理主任であった高松誓が、台湾総
督府からの司令を受けて自分で布教所に放火して清人の仕業に見せかけた
事件だとされている。
　福島安正・小山秋作「南清地方旅行日記」120）には、日本は厦門事件によ
って逆に福建省での存在感を失ってしまったことが記されているほか、後
述する本願寺による現地寺院の買収についても問題点を指摘している。
本願寺ノ如キハ泉州・漳州ニ置キ、且ツ泉州ニ学校ヲ開キ一時頗ル隆
盛ニ赴キシカ、昨年ノ「厦門事件」ニ於テ一頓挫ヲ来タシ、今ニ回愎
スルコト能ハス。泉州附近仏教ニ入リシ者数千人ト称スレトモ、耶蘓
教ニ於ルカ如ク宗教ヲ利用シテ己ノ利益ヲ計ラントスルニ過キス、真
ノ信者ト称スル者ハ殆ト絶無ト云フ可キナリ。間々耶蘓教徒トノ間ニ
紛擾ヲ来タシ、其勝敗如何ニ因テハ大ニ本邦ヲ軽重スルノ感アリ、是
レ亦当局者ノ最モ注意ヲ要スベキ点トス。去年厦門ノ事件ニ関シテハ
地方ノ人心陽ニハ事無キカ如シト雖モ、我計画ヲ誤リタルノ結果ハ深
118）	佐藤三郎「明治三三年の厦門事件に関する考察」（『山形大学紀要（人文科学）』第 5
巻第 2号、昭和38年）、同「明治七年台湾事件日清両国交換文書」「廈門事件の一考
察―日本の南清進出計画とその失敗―」（「歴史教育」6（3）、歴史教育研究会、昭
和33年）。
119）	故谷美子「廈門事件の一考察―日本の南清進出計画とその失敗―」（註118に掲出）。
120）	防衛研究所蔵。福島安正・小山秋作「南清地方旅行日記」（明治34年10月15日付）、
報告第九号「厦門記事、両本願寺」。
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ク彼等ノ脳裏ニ徹シ、我ヲ疑フノ念容易ニ除去ス可カラサルモノト信
ス。委細ハ筆頭ニ尽セス帰朝面陳ノ期ニ譲ル。
　このように、当時の布教では高松誓のような大陸浪人的な僧侶が出現し
ている。両連枝の視察にも大陸浪人が同行しており121）、また布教僧の中に
軍事探偵のようなことをする人間もおり122）、明治10年代の布教とは異なる
様相を呈していた。本山は明治34年（1901）、「海外布教者取締規則」を制
定し、布教僧に証明書を交附するなどして、布教僧の人選につとめた。
　一方、この頃から宗務を担う僧侶は、白華や心泉ら幕末に生まれ漢学塾
で教育を受けた世代から、明治生まれで近代的教育を受け東京帝国大学を
卒業した、清沢満之・今川覚神といった次世代の僧侶が擡頭し始め、寺務
を担うようになっていた。海外布教も例外ではなく、活動も漢詩文を用い
て筆談を行う方法から中国語による布教活動が本格化する。明治30年代、
主に杭州で活動した伊藤賢道もまたそうした一人である。
　伊藤賢道（生歿年未詳）は三重県桑名郡七取村香取123）の人、壺渓と号し
た。明治28年（1895）に第一高等学校文科を次席で卒業し124）、明治30年
（1897）7 月に東京帝国大学文科大学漢学科を主席で卒業した125）。在学中は
仏教学会が主宰する第 2回および第 3回夏期講習会（明治26・27年）に参
加し、『仏教講話集　明治二十六年』126）の編輯者となっているほか、庶務・
121）	『六十年史』（註 4に掲出）73頁に、以下の記述がある。
	 一行に同伴して来た浪人は、本城安太郎（慧日院殿附）と中野熊五郎（能浄院殿
附）との両氏で、これは石川（※舜台）師が東久世通祺（七卿落の一人）から紹
介された豪傑であつたが、毎日大酒を飲んで、大言壮語を事としてゐたから、到
底本山一行の手に負ふべきものではなかつたので、その処分に困却した由をも、
本山へ内報されたといふ。
122）	佐藤三郎「中国における日本仏教の布教権をめぐって」（註80に掲出）。
123）	仏教学会『仏教講話集　明治二十六年』、「会員氏名」。
124）	大槻文平『第一高等学校同窓生名簿（昭和五十五年版）』一高同窓会、昭和54年）。
125）	「帝国大学第十二年報　起明治三十年一月至同年十二月」に、「特待学生　文科大学　
漢学科　伊藤賢道」とある。
126）	仏教学会、明治26年。
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会計・接待係をつとめている。また、一高の同人誌『校友会雑誌』にもし
ばしば漢詩を投稿しており、当時の著名な漢詩人の漢詩を著録した野口寧
斎『大纛餘光』に漢詩が採録されている127）ほか、明治29年（1896）3 月15
日に学礼会によって行われた釈奠に参加128）しており、宗学や漢学に通じた
人物であった。東京帝大卒業後は上海へ渡航し、連枝・慧日院の侍読をつ
とめ、東本願寺が設立した杭州日文学堂の校長となり、現地の中流階級子
弟の教育にあたった129）。当時、杭州を訪れた田辺碧堂130）・内藤湖南131）を案内
し、漢詩文を介した交流を行っている。
　このほか、『訳林』132）や岡本監輔『大日本中興先覚志』133）など書籍の出版
にも関与している。一方、彼は前述した現地の仏教寺院を買収して東本願
寺に帰属させる過程134）で、資金を着服した好ましからざる人物と認定され、
明治37年（1904）に杭州日本領事・高洲太助から国外追放を命ぜられ135）、
127）	野口寧斎纂『大纛餘光』（東京新進堂、明治28年）、「大纛餘光作者姓氏」に、「伊藤
壺渓　名賢道、伊勢香取人、今住東京」とある。
128）	『東洋哲学』三ノ三によると、本釈奠は本郷麟祥堂で行われ、伊藤賢道は亜献をつと
めた。
129）	当時の様子について、伊藤が台湾で行った講演会の内容が、「支那の教育に就いて」
（台湾教育会『台湾教育会雑誌』第74号、明治41年）に収録されている。
130）	『新詩綜』二集（三李堂、明治32年 5 月）、「滬瀆の来鴻」。
131）	『燕山楚水』（博文館、明治33年）「其七　杭州西湖霊隠」。
132）	伊藤賢道監訳、上海商務印書館。明治34年（1901）3 月 5 日（光緒辛丑正月十五日）
に創刊され、翌年まで刊行が続けられた。
133）	明治34年（1901）刊。跋文に「大日本明治三十四年六月伊藤賢道識於西湖蓮華巌寓斎」
とある。有馬卓也「岡本韋庵『清国遊記』翻刻・訳註稿」（徳島大学『言語文化研究』6
号、平成11年）によると、岡本は渡清に先立つ明治33年（1900）11月20日に、東本
願寺を訪れ、宗務総長石川舜台や清国別院主幹豅経丸を訊ねていることなどから、
本書の出版には東本願寺の支援があったものと思われる。
134）	『読売新聞』（明治37・1904年、11月26日）に以下のような記事がある。
	 清国寺院の大谷派帰属　大谷派本願寺にてハ数年前、清国広
ママ
（※杭）州府に学校
を設け、伊藤賢道師を派遣して普通学及び宗教学を教授せしが、今回浙江省寧波
府歙県の天童寺外三十四ヶ寺聯合し、大谷派本願寺に帰属せんとて、総代天童寺
敬安、理安寺燈祐、法両寺開如の三師、同本山に来り目下帰属の交渉中なりと。
135）	『六十年史』（註 4に掲出）には、「当時北京政府の顧問格であつた服部宇之吉博士の
伝言として、伊藤師に杭州領事から学堂以外のことに手を出さぬやうにとの忠告も
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台湾へと渡る。台湾では『台湾日日新報』（漢文欄編輯長）・台湾総督府文
書課136）・台北帝国大学図書館（嘱託）・台北高等商業137）等でつとめたほか、
昭和 5年（1930）に結成された漢詩結社・南雅社に、発足当初から参加し、
台湾文人や台北帝大教授であった久保天随・神田喜一郎らと交流を深めて
いる。
　このように、布教を行う僧侶が、第一世代である白華や心泉らから、伊
藤ら次の世代になっても、東本願寺は漢詩文を介した交流が出来る人物を
必要としていたのである。
　本山はこの伊藤賢道の杭州事件により、明治39年（1906） 8 月25日付で
「海外開教条規布告」を布告し布教僧の取締に乗り出し、さらに明治43年
（1910）には「留学生条規」を交附することとなる。
　このように、本格的に再開された布教活動も、杭州事件や厦門事件のほ
かにも、中国各地での中国人と摩擦・衝突が発生し、かねてからの課題で
あつた程である。」との記述がある。これは、伊藤賢道の行動が在留邦人の間で噂に
なっており、このことを聞いた服部が、東京帝国大学文科大学漢学科の後輩である
伊藤の行動について忠告したものである。
	 　東亜同文会『続対支回顧録』下巻（大日本教化図書、昭和16年）243頁に、高洲太
助の列伝の中で、伊藤賢道に関して以下のような記述がある。
	 （※明治）三十九年三月杭州駐在領事に転任在任中の出来事に本願寺を向ふに廻し
て強硬な処置を断行したのは有名な事であつた。当時杭州の東本願寺布教師に伊
藤賢道と云ふものが居た。彼は信徒募縁に就き領事裁判は我が力に依つて何とか
して遣る杯と種々悪辣の行為が多く、其範囲は杭州領事管轄以外にも及び前任領
事永瀧久吉時代からの旧い宿弊で、而して彼の生活は実に奢侈を極めたものであ
つた。君は着任間もなく其行蹟を取調べ遂に断乎として退清処分を執行したので
ある。所が退清処分は従前より大抵流浪人などと相場の決つて居たもので本願寺
の僧侶等に対して之を執行したのは、実に空前の事であるので本願寺側では大に
いきり立ち、君に退清処分の理由を説明せよと迫つて来たが、君は冷然之を刎ね
つけたので爾後問題となつたのであるが、結局外務省で本願寺の抗議に取合はぬ
為め遂に此問題は自然消滅に帰したことがある。
136）	『南支那及南洋調査　第四十四輯』（台湾総督官房調査課編、大正 9年）。
137）	『漢学会名簿』（刊年不明、昭和12・ 3 年ごろと推定）による。『台北高等商業学校一
覧』昭和 7～12年度、14年度、15年度版には氏名がないので、正規の教職員ではな
かったと思われる。
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あった布教権の問題も解決することもできず、さらには日中関係の悪化な
どにより、当初は布教活動を黙認していた清国側も次第に態度を硬化させ
布教活動を規制するようになった。また、本山の内紛等により豫算が削減
され、再び布教の中止を餘儀なくされた。義和団事件により蘇州日文学堂
が閉鎖されたほか、金陵東文学堂は明治37年（1904）に廃校、杭州日文学
堂も伊藤賢道の追放によって明治39年（1906）に廃校となり、上海別院お
よび天津別院以外の施設はすべて閉鎖された。ここにおいて、明治初期か
ら始められた東本願寺の海外布教は二度も頓挫したのであった。これ以後、
上海別院は再び在留邦人向けに布教活動を行うようになる。
　その後、第一次世界大戦中の大正 4年（1915） 1 月に、日本政府によっ
て対支二十一ヶ条要求が出された。その第 5号要求群第 7条には、「支那ニ
於ケル日本人ノ布教権ヲ認ムルコト」として布教権が盛り込まれたが、実
施されることはなかった。
おわりに
　以上のように、本稿では幕末期の東本願寺をめぐる状況を明らかにし、
明治前期に開始された清国布教と、明治後期に再開された布教について述
べてきた。
　本稿を通して明らかにし得た点について、最後にまとめておきたい。
　第一に、明治前期における宗教と政治の関わりについて、東本願寺の活
動に着目することにより、従来の日本近代仏教史等の研究で十分に明らか
にされていない問題に光をあてた。特に東西両本願寺と政府との関係を対
比することによって、その門主らの洋行、および海外布教に見られる両者
と政府との関わり方の相違が明らかになった。
　江戸初期以来、徳川幕府の庇護が厚かった東本願寺では、幕末期すでに
朝廷側の立場をとり維新後も長州閥と親密であった西本願寺とは対照的に、
新政府との関係構築について苦慮することが多く、洋行や海外布教に関し
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ても両者の取った行動は大きくことなったのである。
　従来、明治期の本願寺の洋行や海外布教に関する研究では、政府との関
係がより緊密な西本願寺を対象とするものが多かったが、西本願寺の海外
布教が本格的に開始されるのは明治後半からであり、明治初期から海外布
教活動を行っていたのは、諸宗の中でも東本願寺に限られる。東本願寺に
着目することにより、明治初期からの宗教と政治の問題を通観することが
可能になった。
　まず、明治初期における洋行と海外布教にいたる経緯を追求するなかで、
その背景をなした人脈が実は幕末期にまで溯ることが、いくつかの点で明
らかになった。幕末維新期の真宗僧の中には、咸宜園出身者やその周縁の
学的系譜に連なる者が多く、その中の俊秀が明治初期の宗門においても重
要な地位を占めて寺務改革を推進した。大坂で広瀬旭荘の塾に学んだ白華
は、維新後は長三洲が主催した玉川吟社に属し、長三洲を介して江藤新平
ら留守政府の要人たちとの関係を築き、新門主の洋行は白華が江藤の支持
の下に準備を進めたものであった。単身渡清して、布教の必要性と日中印
三国仏教同盟を提唱した小栗栖香頂もまた咸宜園出身であった。しかしな
がら江藤の失脚、その後の咸宜園出身者の相次ぐ死によってこれらの人脈
は失われてしまう。このことは、漢学塾咸宜園のネットワークが明治初期
の政治史において果たした役割の一端を物語るものであり、当該期の漢学
史の一面に光を当てるものである。
　まず、洋行についてまとめておこう。
　西本願寺は当初から政府使節団に附随して洋行する予定であったが、一
方の東本願寺側は西本願寺側に遅れまいとして行動した感があり、準備不
足の感を否めない。その結果、洋行自体も新門主の脱走劇という形態を取
らざるを得ず、さらに現地では政府使節団に借金を申込む事態や、白華と
新門主の間に確執などの問題を生じた。また、島地黙雷ら西本願寺側が近
代国家における信教問題（信教の自由・政教分離）の調査を洋行の目的と
して早くから自覚していたのに比べると、東本願寺側は渡航の目的を明確
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に持っていたとは言い難く、宗教調査についても幕末以来の排耶論を脱し
きれないまま、宗教の近代化の流れを十分に捉えることができなかった。
結局のところ、白華らは十分な成果をあげないまま帰国することとなった
のである。
　第二に明治期における東本願寺の海外布教ついてまとめておこう。
　明治 4年（1871）に江藤新平は対清国政策に関して、僧侶を布教活動や
諜報活動にあたらせようとする建白を行ったが、東本願寺もこの情報を得
ていたと見られる。その後、征韓論による江藤の失脚は、東本願寺にとっ
て打撃であったが、方針転換することなく小栗栖香頂を渡清させ、失脚し
た江藤に替わって大久保利通との関係を構築した。この時に東本願寺は、
清国における布教活動は対ロシア政策上有効であると説明し、大久保の同
意を得たとされる。一方、西本願寺は、時期尚早との感触を得て、この時
期まだ海外布教には踏み切らず、明治19年（1886）になってウラジオスト
ックでの海外布教を開始するが、これは政府の対ロシア政策に応じた動き
であったと見られる。
　海外布教の拠点を設置した場所の点でも、東西両本願寺では相違があっ
た。東本願寺は上海についで北京（短期間）・釜山に開設したが、西本願寺
が最初に布教活動を行った場所は主に福建省であり、日露戦争中には主に
満洲で活動を行っている。その活動場所はいずれも日本が進出を企図して
いた地域であり、日本政府の動きに即した布陣であったといえる。西本願
寺が上海に別院を設置したのは、日露戦争後の明治39年（1906）のことで
あり、東本願寺の上海別院設置から実に20年も後のことであった。
　海外布教の具体的な内容や方法について言えば、東本願寺の上海別院に
おける主要な活動としては、中国人による中国語の説教が行われたほか、
日本人僧侶に対する中国語教育を行い、北京にも拠点を置いて同様の活動
を行った。日本人による外国語教育を伴う海外布教は、東本願寺の上海別
院が先鞭をつけたものである。中国語教育を伴う海外布教の実態は、従来
の中国語研究史の中で看過されてきたものである。しかしながら、一方か
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ら見れば、言語による意思疎通が布教の前提になるのは当然のことである
から、上海別院を開設してから現地で日本人僧侶に中国語教育を施すのは、
東本願寺の海外布教がいかにあわただしく進められたかを示すとも言える。
これに対して、西本願寺は日清戦争中に、清韓語学研究所を国内に設立し
て語学教育を開始し、清国および朝鮮での布教を準備し、その上で海外布
教を実施していたのである。
　東本願寺の中国における布教活動が貧民救済をはじめとした民衆布教を
積極的に行えず、なかなか進まなかった理由の一つに、欧米各国には認め
られていた清国国内における布教権が、日清修好条規では保障されていな
かったことがあげられる。そのため、菊池秀言は日清修好条規の改正に際
して井上馨と岩倉具視に布教権を盛り込むよう陳情し、本山も条約改正に
期待して上海別院を新築して布教拡大に備えたが、結局、政府は改正交渉
を開始せず、本山も清国布教（現地人向け）を事実上、中止することとな
った。こうした点にも、東本願寺側の政府動向の聴取力の弱さが伺える。
しかし、法的に布教権が得られなかったために、心泉ら布教僧は清朝高官
や地方有力者との人脈構築によって各地における布教環境を整えようと努
力し、そのことが各地での文人交流を活潑にしたとも言えるのである。
　日清戦争中、東西両本願寺をはじめ各宗派が参加して従軍布教が行われ
た。この従軍布教が従来の活動と大きく異なる点は、政府・軍部の支援あ
るいは保護のもとで行われた点にある。戦後、新たに締結された日清通商
航海条約でも清国国内の布教権は保障されなかったが、当時の良好な日中
関係も手伝って、清国政府や地方政府からも支援を受けることができ、東
西両本願寺は清国各地に学堂や布教所を設置していった。事前の中国語教
育など準備の点で西本願寺が上回っていたことはすでに述べた通りである。
　その後、日中関係が悪化していく時期をむかえると、東西両本願寺とも
否応なくそうした両国関係に捲込まれていく。従来、本願寺による海外布
教といえば、中国侵掠の面が想起されるのは、主にこの時期以降のことで
あり、廈門事件や杭州事件に見られるように、現地民・行政との摩擦が次
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第に表面化していった。東本願寺では石川舜台の失脚や本山の深刻な負債
問題により清国布教は中止され、各地に展開した布教所や学堂を閉鎖して、
在留邦人向けの活動へと戻る。一方、西本願寺でも清国布教自体は中止し
たが、大谷探検隊やチベットへの留学僧派遣など、海外活動を別の方面で
展開して行ったのである。
　また、東本願寺の洋行や海外布教活動が果たした文化史的意義について、
様々な角度から光を当てたことも本稿の特徴である。上述したように東本
願寺による明治初期の洋行や海外布教は、明治政府の意嚮を読み切れず、
失敗を重ねることが多かった。しかしながらその反面、西本願寺側の政府
動向に敏感に反応した宗教活動とは異なり、大谷探検隊やチベット探検の
ような組織的かつ広く注目されたものにこそならなかったが、その活動は
学術的・文化的に一定の役割を果たしたのである。
　東本願寺の明治前期からの清国布教活動を辿ったことによって、日本人
が前代から引き続いて中国文化に対する憧憬をいだいていた明治前期、お
よび日清戦争を経てもなお日中関係が比較的良好であった1900年前後まで
の日中文化交流の一例を、具体的に明らかにできたと考えるものである。
これは、研究蓄積が多い同時期の東京における清国公使館員と日本文人と
の交流とは別系統のものであり、従来の近代日中文化交流研究では余り注
目されていなかった。
　清国布教における日本人布教僧と清末文人との交流は、前述のように布
教権未獲得の問題が背景にあった。良好な布教環境作りのために、現地有
力者との人脈作りが模索される中で、上海別院には内海吉堂・吉嗣拝山・
圓山大迂など上海在留の日本人書画家も出入りし、別院は日中文人交流の
場となっていった。
　当時、上海にはいわゆる海上派とよばれる文人たちがおり、中には陳鴻
誥のように心泉の書学に影響をあたえた学識の高い人物もいたが、王冶梅
や衛鋳生のように評判の芳しくない人物も多く、実際に文人たちに接して
みると失望する場合も少なくなかった。それは、当時の日本人がいだいて
文化交渉による変容の諸相
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いた固定的な中国文人のイメージがあり、逆に海上派文人が上海の新興庶
民に支持された新しい書画運動から生まれた存在であり、そこに落差が生
じたためと考えられる。
　一方、杭州文人に対する心泉ら日本側の評価は一様に高かった。心泉と
兪樾との交流によって日本漢詩集『東瀛詩選』が生み出されたこと、殊に
その編纂に心泉の関与が認められることは特筆に値する。常福寺に残る一
次資料等からその編纂過程を検討していくと、心泉のみならず、白華ある
いは真軒などが編纂に関与した可能性があることを指摘した。
　このように見てくると、明治期における東本願寺による清国をはじめと
する海外布教活動は、宗旨の布教という第一義的には必ずしも成功しなか
ったが、そこに至る過程には近代日本における宗教をめぐる様々な問題が
顕われているし、また白華のように日本におけるサンスクリット研究の契
機を作ったり、心泉のように日本における書の近代化に寄与したり、布教
活動に携わった個々人が学問・芸術の面で看過できない役割を果たしたこ
とが分かる。東本願寺の明治初期の布教活動はどちらかと言えば、政治や
軍事と結びついた組織的な活動ではなく、個々人の活動が目につく。つま
り、これが東本願寺による海外布教活動の特徴であり、また限界でもあっ
たと言える。
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